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研修等のご案内
フード･フォラム・つくば「春の例会」「フードセーフティ分科会」
講演会のお知らせ
現場における衛生管理と運用のための考え方
日時： 2023年3月6日（月）13:15～１6:50
場所： フクラシア八重洲（東京都中央区八重洲2-4-1名
　　　 住友不動産八重洲ビル（旧ユニゾ八重洲ビル）3階）
参加費： 会員：無料　/　会員外：5,000円 定員64名
　　　　※協賛後援等団体の会員の参加費は無料です。
PDF ポスター
https://www.fft.gr.jp/page/topics/20230306/poster.pdf
お申込みフォームはこちら
https://docs.google.com/forms/d/e/1FAIpQLSe219DK37jXcZhMe8etn-gbWeEIGNHAP1faz1mnP622faJUrA/viewform
（応募締め切り：2023年2月27日（金））
■プログラム
12:30-	             受付開始
13:15-13:25	挨拶
（フード・フォラム・つくば幹事長　間 和彦氏）
13:25-13:35	講演会のねらい
（フード セーフティ分科会幹事　立石 亘氏・川﨑 晋氏）
13:35-14:35	『 飛騨牛ブランドの海外輸出と食肉センターの衛生管理について 』
　小林 光士氏
（飛騨ミート農業協同組合連合会　代表理事専務）
「産地一体で取り組む飛騨牛ブランドの輸出」を事例に、現在牛肉輸出 に直面している課題、および食肉センターに義務化されたCodex「食品衛生の一般原則」による衛生管理の基本的な考え方と、より正確なHACCPの構築について紹介する。

14:35-14:45	休憩
14:45-15:45	『 Listeria monocytogenesに着目した製造環境の衛生管理 』
　                      下島 優香子氏
（相模女子大学栄養科学部管理栄養学科　准教授）
Listeria monocytogenesは食品製造環境に定着し、食品製品を二次汚 染します。本菌を対象とした環境モニタリングは、本菌による危害防止および一般的衛生管理の確認に有効です。今回は実例を紹介しながら解説します。
15:45-15:55	休憩
15:55-16:40	総合討論
16:40-16:50	閉会の挨拶
（農研機構食品研究部門　所長　亀山 眞由美氏）
■お問い合わせ
フード・フォラム・つくば事務局萩原・塚田（E-mail：office@fft.gr.jp　）
TEL：029-838-8010、FAX：029-838-8005

HACCP制度化への対応は自主的な衛生検査から！　
様々なメーカーのATP検査キットやタンパク検出キット、簡易培地、アレルゲン検査キット、
携帯形微生物観察器を実習で体験してみませんか？

 (
第9回 
HACCP導入
へ向けた
迅速検査
実習
主催　　迅速検査研究会
（ATP・迅速検査研究会は2022年11月に「迅速検査研究会」に改称しました）
)開催日程が決定いたしました‼　受講申込受付中!!　




 (
当研究会の川崎晋会長による自主衛生管理をテーマとした講義、当会理事によるATPふき取り検査や簡易培地に関する講義の他、実際にATPふき取り検査などの操作や、簡易培地の観察などを体験していただきます。
また、皆様の日頃のお悩みにお応えするディスカッションの場も設けます。
HACCP制度化の動きもあるので、
それに対応して自主検査の充実を図りたい！　
でも……。
「微生物検査を実施しているが、今後は簡易・迅速に
検査ができる培地の導入も検討している」
「簡易・迅速検査で悩みや再確認したいことがあるけど、
社内で相談できる相手がいない」
「ATPふき取り検査の正しい使い方を知りたい」
「アレルゲン検査を始めたいけど、何から始めれば……？」
そんなお悩みをお持ちの検査担当者・品質管理担当者様へ、
座学と実習をご提供します！　
迅速検査を未経験の方も大歓迎！
)
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■開 催 日 時：
2023年3月1日（水）9時55分～17時20分 予定
受付開始　9時30分～
※新型コロナウイルス感染症の状況によって中止・延期となる可能性がございます。予めご了承ください。
■会　　　場：一般財団法人東京顕微鏡院・豊海研究所（東京都中央区豊海町5-1）
■定　　　員：16名
※定員に達し次第、締め切らせて頂きます。
※申込多数の場合は、企業・団体の検査担当者の方を優先させて頂く場合があります。
※大学・専門学校の学生の方もお申し込みも可能です。
※感染防止対策としてマスク着用、手指消毒、体温測定などにご協力をお願いします。

■受　講　費：賛助会員・法人会員8,000円、一般10,000円
（テキスト代・白衣・シューズカバー代込み）

※テキストとして当会15周年記念誌「現場のためのATPふき取り検査マニュアル」を配布します。
※受講者には修了証を発行いたします。
※公定法などの一般的な食品微生物検査の技術を習得する実習ではありません。
主な内容 （予定）
	【講義】HACCPにおける自主検査の位置づけ、簡易・迅速検査の役割など
【講義・実習】手洗い講習
※実習では、手洗いチェッカーを用いた手洗い効果の確認を体験していただきます。
【講義・実習】ATP ふき取り検査、タンパクふき取り検査、アレルゲン検査、微生物培地の基礎、など
※実習では、ATP ふき取り検査とタンパク質検出キット、アレルゲン検査キット、携帯形微生物観察器の操作を体験していただきます。
また、簡易・迅速培地で培養した一般生菌、大腸菌・大腸菌群などの観察を体験していただきます。
【質疑応答】事前に受け付けたご質問や、研修会を通じてのご質問などにご回答いたします。



〔検査資材・試薬提供（予定）〕
	★微生物検査培地
	アヅマックス、栄研化学、エルメックス、キッコーマンバイオケミファ、ネオジェン ジャパン、
日水製薬、ニッタ、フォス・ジャパン

	★ATPふき取り検査
	エア・ブラウン、キッコーマンバイオケミファ、ネオジェン ジャパン、ニッタ、フォス・ジャパン

	★タンパク／アレルゲン検査
	アヅマックス、エア・ブラウン、ネオジェン ジャパン、日水製薬、ニッタ、フォス・ジャパン

	★携帯形微生物観察器
	mil-kin

	★手洗いチェッカー
	東京サラヤ



参加者からは「色々なキットを体験できてわかりやすかった」「講義も実習も今後の参考になると思う」「これまで現場で使っていたが、疑問点が解消できた」「これから迅速検査を導入するので、社内で情報共有したい」など、迅速検査の初心者から熟練者まで、幅広い層に好評なイベントです

申込み方法
下記の6項目を明記の上、下記へE メールにてお申込みください。
1．所属・役職、2．住所、3．氏名（ふりがな）、 4．E - mail、5．電話番号、6．会員or一般
※当会の賛助会員・法人会員企業と機能水研究振興財団関係者は会員扱いとなります。
　Ｅメール： info@ATP-jinsokukensa.com　　  　 

↓ウェブサイトからお申込みいただけます。　[image: ]https://onl.bz/btmdNs6　
 (
講義の後、様々な検査キットを体験して頂きます。
沢山の検査キットが一堂に会する、この機会をお見逃しなく！
)↓QRコードからもお申込みいただけます。　
[image: ]
お問い合わせ
迅速検査研究会（ATP・迅速検査研究会） 事務局担当：立石（たていし） ＴＥＬ：０９０－２９０７－５４５６
個人情報保護／お申し込みの際にご記入いただいた個人情報は、ご本人様の承諾を得ることなく、ATP・迅速検査研究会以外の目的で第三者に提供、開示することはありません。
利用目的／お預かりした個人情報は、ご入会・ご継続時の申込管理、ATP・迅速検査研究会のセミナー・勉強会のご紹介、及びこれらに関する各種イベント等のご案内に使用させて頂く場合がございます。

迅速検査研究会 （ATP・迅速検査研究会）第47回講演会「迅速検査の今日的意義」ご案内
迅速検査研究会　会長　川﨑 晋
迅速検査研究会は2023年2月15日（水）、東京の月島社会教育会館で第47回講演会「迅速検査の今日的意義」を開催します。ふるってご参加ください。(現地参加＆オンライン配信)
（ATP・迅速検査研究会は 2022 年 11 月に「迅速検査研究会」に改称しました）
プログラム（予定）　2023年2月15日（水）（開場12：00～、開演13：00～）
	12：00～13：00
	受付　※受付スタッフにお名刺を 1 枚お渡しください。
会場ロビーにおいて、迅速検査関連の資材の展示を行っております。

	13：00～13：10
（10分）
	【主催者あいさつ】 研究会の名称変更と簡便・迅速検査今後の展望
迅速検査研究会 会長　川﨑 晋　先生
（国立研究開発法人農業・食品産業技術総合研究機構（農研機構）食品研究部門）

	13：10～14：00
（50分）
	【基調講演】 HACCPにおける自主衛生検査と環境検査
迅速検査研究会 副会長　森 哲也　先生
（一般財団法人法人 東京顕微鏡院 食と環境の科学センター 微生物検査部）

	14：00～14：30
（30分）
	【講演】 県内食品企業の食品保存性向上を目的とした衛生管理および食品開発支援
福岡県工業技術センター 生物食品研究所 食品課　田﨑 麻理奈　先生

	14：30～14：45
	【迅速検査研究会 賛助会員プレゼンテーション①】 日水製薬株式会社

	14：45～15：05
	休憩・展示　（会場ロビーにてATP・迅速検査の関連資材の展示を行っております）

	15：05～15：20
	【迅速検査研究会 賛助会員プレゼンテーション②】 ネオジェン ジャパン株式会社

	15：20～16：10
（50分）
	【講演】 簡便・迅速検査を活用した医療施設における感染／衛生検査
ワタキューセイモア株式会社 メデイカル営業本部 学術担当部長　伏見 了　先生
（東京医療保健大学大学院 医療保健学研究科 客員准教授）

	16：10～17：00
（50分）
	【教育講演】食品リスクとの科学的な向き合い方
～食の信頼を確保するスマート・リスクコミュニケーション
特定非営利活動法人食の安全と安心を科学する会（SFSS）理事長　山崎 毅　先生

	17：00～17：20
	総合討論（閉会後も会場ロビーにて関連資材の展示を行っています）


※開演前、休憩時間、閉会後に簡便・迅速検査に関する展示を行っています。ごゆっくりご覧ください。
【会場】 月島社会教育会館 （〒104-0052 東京都中央区月島 4-1-1、月島区民センター）

【定員】 会場 100 名 ／ ウェブ（ ＺＯＯＭ ）視聴 100 名

【受講費】 賛助会員企業・法人会員企業 1,000 円、一般 3,000円 （※事前登録をお願いします）

【お申し込み方法】
以下の7項目を記入し、下記メールアドレスまでお申し込みください。
1．所属・役職、2．住所、3．氏名、4．E-mail、 5．電話番号、 6．会場聴講／ウェブ聴講の別、
7．会員／非会員の別　（当会の賛助会員・法人会員、機能水研究振興財団関係者は会員扱いとなります）

【申し込み・問い合わせ先】　info@atp-jinsokukensa.com　 
【Google Formからもお申し込み頂けます】　https://onl.bz/xyRMA6K　
[image: ]QRコードからもお申込みいただけます
【会場での感染対策について】
会場内では新型コロナウイルス（COVID-19）感染予防にご協力をお願いします。
・受付時の検温ならびに手指消毒にご協力ください。
・検温の結果、37.5℃以上の場合は、参加をご遠慮いただく場合があります。
・感染症の流行の状況によってオンライン配信のみになる場合があります。
【会場アクセス】
・地下鉄 月島駅 10 番出口（都営大江戸線、東京メトロ有楽町線）
・都バス 月島三丁目
・江戸バス（コミュニティバス） 月島区民センター

[bookmark: 厚生労働省関係]２.厚生労働省関係　https://www.mhlw.go.jp/index.html
★Link　傍聴・参加が可能な審議会等の会議一覧　ご案内しきれないときもございますhttps://www.mhlw.go.jp/topics/event/open_doors.html
★Link　インフルエンザ（総合ページ）
　https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/kenkou_iryou/kenkou/kekkaku-kansenshou/infulenza/index.html
★Link　インフルエンザの発生状況
　https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/kenkou_iryou/kenkou/kekkaku-kansenshou01/houdou.html
★Link　インフルエンザに関する報道発表資料 2022/2023シーズン
　https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/kenkou_iryou/kenkou/kekkaku-kansenshou01/houdou_00010.html
★Link　インフルエンザ流行状況レベルマップ
　https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/tokuteisessyu_iryou_00003.html
★Link　副反応疑い報告の状況について（とても詳しい資料です）
厚生科学審議会 (予防接種・ワクチン分科会 副反応検討部会)
https://www.mhlw.go.jp/stf/shingi/shingi-kousei_284075.html
★Link　2022年3月31日　国立国際医療研究センター　COVIREGI-JPダッシュボード
　COVID-19 レジストリ研究　“ダッシュボード” 本データの注意点
https://www.ncgm.go.jp/pressrelease/2021/20220331.html
ダッシュボード
https://app.powerbi.com/view?r=eyJrIjoiNGJlMmZmNDctMDk0NC00MjkwLTk0NDgtYmM1MGFkYjNhN2RiIiwidCI6IjZmOGFmOWFkLTU2NDctNGQ2My1hYjIxLWRiODk0NTM3MzJmNyJ9
NCGM COVID-19 治療フローチャート（中等症以上成人) https://www.ncgm.go.jp/covid19/pdf/20220322NCGM_COVID-19_Flow_chart_v5.pdf
[bookmark: _Hlk126258853][bookmark: _Hlk125665312][bookmark: _Hlk124460637][bookmark: _Hlk124460534][bookmark: _Hlk122850658][bookmark: _Hlk122637838]■NEW輸入食品に対する検査命令の実施　（パキスタン産ごまの種子）　2023/2/10
　アフラトキシン
　https://www.mhlw.go.jp/stf/newpage_30908.html
　　本日、以下のとおり輸入者に対して、食品衛生法第26条第３項に基づく検査命令（輸入届出ごとの全ロットに対する検査の義務づけ）を実施することとしたので、お知らせします。
　[image: テキスト が含まれている画像

自動的に生成された説明]
　アフラトキシンについて
　　発がん性を有するカビ毒（アスペルギルス属の真菌により産生される）の一種。
違反の内容
　　品名：ごまの種子
　　輸入者：兼松株式会社
　　輸出者：ASIAN COMMODITIES CORPORATION
　　届出数量及び重量：1,998 バッグ、99,787.20 kg
　　検査結果：アフラトキシン 16 μg/kg検出 (基準：含有してはならない)
　　届出先：横浜検疫所
　　日本への到着年月日：令和４年12月12日
　　違反確定日：令和５年２月８日
　　貨物の措置状況：全量保管中
参考：パキスタン産ごまの種子の輸入実績（令和３年４月１日から令和５年２月６日まで：速報値）
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自動的に生成された説明]
■疾病・障害認定審査会 (感染症・予防接種審査分科会新型コロナウイルス感染症予防接種健康被害審査第二部会)　審議結果　2023/2/9
　https://www.mhlw.go.jp/stf/newpage_30770.html
　審議結果
　https://www.mhlw.go.jp/content/10900000/001056133.pdf　
■2023年度以降の新型コロナワクチンの接種の方針についての議論のとりまとめについて　2023/2/8
　https://www.mhlw.go.jp/stf/newpage_31004.html
　　今般、厚生科学審議会予防接種・ワクチン分科会予防接種基本方針部会において「2023年度以降の新型コロナワクチンの接種の方針について」がとりまとめられましたのでお知らせいたします。
2023年度以降の新型コロナワクチンの接種の方針について【概要】
https://www.mhlw.go.jp/content/10906000/001055081.pdf　
2023年度以降の新型コロナワクチンの接種の方針について
https://www.mhlw.go.jp/content/10906000/001055044.pdf　
2023年度以降の新型コロナワクチンの接種の方針について＜参考資料＞
https://www.mhlw.go.jp/content/10906000/001055045.pdf　
■NEWサル痘の患者の発生について　2023/2/14
　https://www.mhlw.go.jp/stf/newpage_31106.html
　　発疹等の症状を示し、サル痘への罹患が疑われた男性１名に関して検査の結果、サル痘の患者と確認されたことが、本日、東京都から報告されました。
我が国では、サル痘は、感染症の予防及び感染症の患者に対する医療に関する法律（平成10年法律第114号）において、４類感染症に指定されており、届出義務の対象となっています。
患者に関する情報は、以下のとおりです。
　　[image: ]
■サル痘の患者の発生について　2023/2/8
　https://www.mhlw.go.jp/stf/newpage_30992.html
　　発疹等の症状を示し、サル痘への罹患が疑われた男性１名に関して検査の結果、サル痘の患者と確認されたことが、本日、東京都から報告されました。
我が国では、サル痘は、感染症の予防及び感染症の患者に対する医療に関する法律（平成10年法律第114号）において、４類感染症に指定されており、届出義務の対象となっています。
患者に関する情報は、以下のとおりです。
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■「食品、添加物等の規格基準の一部を改正する件（案）」（農薬等（アセキノシル等５品目）の残留基準の改正）に関する御意見の募集について　2023/3/6
　https://public-comment.e-gov.go.jp/servlet/Public?CLASSNAME=PCMMSTDETAIL&id=495220358&Mode=0
　受付開始日時	2023年2月6日0時0分
受付締切日時	2023年3月7日23時59分
■令和５年１月20日　第90回厚生科学審議会予防接種・ワクチン分科会副反応検討部会、令和４年度第23回薬事・食品衛生審議会薬事分科会医薬品等安全対策部会安全対策調査会（合同開催）議事録　2023/2/3
　https://www.mhlw.go.jp/stf/newpage_30584.html
■NEW食品中の放射性物質の検査結果について（１３２８報）　2023/2/14
　https://www.mhlw.go.jp/stf/newpage_30925.html
■食品中の放射性物質の検査結果について（１３２７報）　2023/2/7
　https://www.mhlw.go.jp/stf/newpage_30677.html
　２　緊急時モニタリング又は福島県の検査結果
　　　※ 基準値超過　７件
　　　No.  44     福島県　　 イノシシ肉　　 （Cs ： 160 Bq / kg )　 桑折町
　　　No.  45     福島県　　 イノシシ肉　　 （Cs ： 490 Bq / kg )　 福島市
　　　No.  46     福島県　　 イノシシ肉　　 （Cs ： 220 Bq / kg )　 須賀川市
　　   No.  50     福島県　　 イノシシ肉　　 （Cs ： 580 Bq / kg )　 福島市
　　   No.  51     福島県　　 イノシシ肉　　 （Cs ： 180 Bq / kg )　 福島市
　　   No.  52     福島県　　 イノシシ肉　　 （Cs ： 120 Bq / kg )　 いわき市
　　   No.  53     福島県　　 イノシシ肉　　 （Cs ： 540 Bq / kg )　 福島市
[bookmark: _Hlk122637420]■NEW食品安全情報（微生物）No.4/ 2023（2023.2.15）　2023/2/15
http://www.nihs.go.jp/dsi/food-info/foodinfonews/2023/foodinfo202304m.pdf
目次 
【米国疾病予防管理センター（US CDC）】
1. 牛ひき肉に関連して発生した大腸菌 O157:H7 感染アウトブレイク（2022 年 10 月 28日付最終更新）
【カナダ公衆衛生局（PHAC）】
1. 国外旅行に関連していないサイクロスポラ感染に関する調査（2022 年 10 月 14 日付最終更新）
【欧州疾病予防管理センター（ECDC）】
1. エキノコックス症 ― 2018 年次疫学報告書
2. 欧州連合／欧州経済領域（EU/EEA）の抗菌剤耐性 ― 欧州抗菌剤耐性サーベイランスネットワーク（EARS-Net）の 2020 年次疫学報告書
【欧州委員会健康・食品安全総局（EC DG-SANTE）】
1. 食品および飼料に関する早期警告システム（RASFF：Rapid Alert System for Food and Feed）
【欧州食品安全機関（EFSA）】
1. 食品安全の推進：「ONE – Health, Environment & Society – Conference 2022」会議からの戦略的提言
【ドイツ連邦リスクアセスメント研究所（BfR）】
1. 「BMMF（Bovine Meat and Milk Factors）」に関する新しい知見
【ProMED-mail】
1．コレラ、下痢、赤痢最新情報（04）（03）
[bookmark: _Hlk124182330]■NEW食品安全情報（化学物質）No.4/ 2023（2023.2/14）　2023/2/15
http://www.nihs.go.jp/dsi/food-info/foodinfonews/2023/foodinfo202304c.pdf
＜注目記事＞
【ECHA】 ECHA が PFAS 規制案を公表する 
欧州 5 ヵ国（デンマーク、ドイツ、オランダ、ノルウェー、スウェーデン）から、パー及びポリフルオロアルキル化合物（PFAS）に分類される全ての化合物の生産と使用を制限するという規制案が、欧州化学品庁（ECHA）へ提出された。今後、ECHA のリスク評価（RAC）及び社会経済分析（SEAC）の科学委員会が REACH 規則を踏まえて検討し、パブリックコメントを経た後に、立法案が欧州委員会（EC）へ提出される予定である。
＊ポイント： この規制案の最大のポイントは、約 1 万種に及ぶ全ての PFAS が対象になっている点でしょう。PFAS は多種多様な用途に使用されているため、どこまで対象範囲とするかは検討されると思いますが、それでも他に例を見ないほど広範に大きな影響が生じることが予想されます。そのため今後の動向に注目しておく必要があるでしょう。現時点では、2025 年に制定し、適用については用途に応じて最長 12 年間の移行期間を設けることが提案されています。
【FDA】 FDA は CBD とダイエタリーサプリメントに関連する 3 件の市民請願への回
答を発表 
米国食品医薬品局（FDA）は、業界団体から提出された、カンナビジオール（CBD）製品をダイエタリーサプリメントとして販売できるようにする規制の検討を求めた 3 件の市民請願を退ける決定をした。入手可能な科学的根拠をもとに慎重にレビューした結果、ダイエタリーサプリメントに関する現行規制が CBD 製品に適していない上、適切な安全基準を満たすことを示す根拠はなく明白でないことを理由としている。ただし CBD 製品を利用したいという消費者の要望があることを受け、CBD 製品のための新たな規制の枠組みが必要であり、その検討のための協力は惜しまないとの声明も発表した。
＊ポイント： 米国 FDA はこれまでも CBD 製品の個々の製造・販売業者に対して警告文書を発送するなどの対応を行ってきましたが、今回の声明で、ダイエタリーサプリメントとしての販売を認めないという意思を明確にしたので、今後は大々的に監視されるのではないかと予想します。
【FDA】 FDA は統一した予防及び対応活動を強化するため、ヒト用食品プログラムの
再構築を提案する 
米国 FDA は、ヒト用食品プログラム（Human Foods Program）という新しいビジョンを発表した。この組織改革は、食品安全・応用栄養センター（CFSAN）、食品政策・対応局（OFPR）、及び規制局（ORA）の一部の機能を統合し、FDA 長官直属の一人のリーダーを配置して権限を持たせた上で、系統だった組織運営を目指している。また、栄養上級センター（Center for Excellence in Nutrition）、州や地方の規制当局と行う業務の調整を担当する統合食品安全システムパートナーシップオフィス（Office of Integrated Food Safety System Partnerships）などを新設する。動物用医薬品センター（CVM）は引き続き独立させ、ヒト用食品プログラムと並列組織とする計画である
[bookmark: 食品安全委員会関係]3.食品安全委員会関係　https://www.fsc.go.jp/
■NEW食品に生える「かび」の基礎知識と「かび毒」のリスク評価〔令和4年度食品安全モニターセミナーより〕
　https://www.youtube.com/watch?v=rn526sLd5lA
　　かびには、醸造などに利用される有益なものがある一方、健康を害する天然の毒素「かび毒」を産生するかびもあります。この「かび毒」は現在、世界的にリスク管理が進んでいますが、家庭での「かび」や「かび毒」については十分な情報提供が行われていませんでした。そこで、内閣府食品安全委員会にて毒性の専門家である浅野委員が、
1. 「かび」の基礎知識
2. 「かび毒」の評価事例・デオキシニバレノール（DON）
3. 食品安全委員会の「かび毒」の評価
4. 家庭で注意できること
について、分かりやすく解説しています。
※類似の資料はこちら↓からダウンロードできます。
http://www.fsc.go.jp/fsciis/meetingMa...　
■食品安全セミナー（健康食品）開催のお知らせ（令和５年３月１０日）　2023/2/9
　https://www.fsc.go.jp/koukan/annai/annai20230310.html
　食品安全セミナー（オンライン）を開催します
「テーマ：健康食品による健康被害を防ぐために」−　３月１０日(金)１４時開催　−
◆　「無承認無許可医薬品」がダイエット用ゼリーとして販売され健康被害が生じています。食品安全委員会は2015年、『いわゆる「健康食品」に関する19のメッセージ』を取りまとめましたが、今回の事案は、まさにその中でお伝えしていた（６）「健康食品」として販売されている「無承認無許可医薬品」に注意してください、（14）ダイエットや筋力増強効果を期待させる食品には、特に注意してください、に該当します。
◆　SNSでの広告や個人輸入・販売など、健康食品を取り巻く環境は変化しましたが、7年前に発出したメッセージはどれも、その重要性に変わりはなく、改めて広く国民の皆様に意識していただきたいものばかりです。
◆　食品安全委員会の脇昌子委員が当時、ワーキンググループ座長として19のメッセージを取りまとめました。そこで、脇委員が、近年の健康被害や事件の状況も踏まえ、健康食品による健康被害を未然に防ぐためのポイントを情報提供し、皆様から事前にお寄せいただいた質問を中心に回答します。
１．開催日時：令和５年３月10日(金)１４時００分から１６時００分（予定）
２．開催形態：Ｗｅｂ会議システム（Ｗｅｂｅｘ）　
３．対象者 ：どなたでもご参加可能です
４．参加可能人数：３００名（先着順）
５．開催内容：
（１）話題提供（６０分）
「健康食品」との付き合い方〜いわゆる「健康食品」に関する19のメッセージ〜
食品安全委員会委員　脇　昌子
（２）質疑応答（６０分）回答者 ：食品安全委員会委員　脇　昌子
ファシリテーター：食品安全委員会事務局　リスクコミュニケーション官　藤田　佳代
司会：食品安全委員会事務局　情報・勧告広報課長　浜谷　直史
６．参加申込み要領
（１）本セミナーはＷｅｂ会議システム「ｗｅｂｅｘ」により行います。
下記の申込フォームに必要事項をご記入の上、お申し込みください。
（２）質疑応答は、事前質問を受け付けます(２月22日まで)。
時間に限りがありますので、全ての質問にお答えできない場合があります。
特に健康被害の実態、国としての対策等リスク管理に関する質問にはお答えできませんのでご注意ください。
（３）参加者には、セミナー（オンライン）のＵＲＬを前日１６時までに送付いたします。
（４）その他
・インターネット通信料は、参加者のご負担となります。
・パソコン、タブレット、スマートフォンなどでの参加が可能ですが、安定した通信環境を推奨します。
・通信環境により、動作に支障が出る場合がありますので、あらかじめご了承ください。
・お申込みによって得られた個人情報は厳重に管理し、ご本人への連絡を行う場合に限り利用させていただきます。
７．参加申込み
参加申込フォーム（https://form.cao.go.jp/shokuhin2/opinion-0116.html）から、
事前質問のある方は令和５年２月22日(水)１４時までにご登録をお願いします（事前質問はそこで締め切ります）。
参加登録は３月７日(火)１４時まで受け付けます。
（参考資料）
「健康食品」に関する情報
https://www.fsc.go.jp/osirase/kenkosyokuhin.html　
「健康食品」に関するメッセージ
https://www.fsc.go.jp/osirase/kenkosyokuhin.data/kenkosyokuhin_message.pdf　
「健康食品」に関する情報（Q&A）
https://www.fsc.go.jp/osirase/kenkosyokuhin.data/kenkosyokuhin_datakenkosyokuhin_QA.pdf　
「健康食品」に関する報告書
https://www.fsc.go.jp/osirase/kenkosyokuhin.data/kenkosyokuhin_houkoku.pdf　
■NEW食品安全委員会（第890回）の開催について　2023/2/16
最近、発表が遅く、締め切りが早くなっております。参加をご希望の場合は、各自ご確認ください
標記会合を下記のとおり開催しますので、お知らせいたします。
なお、新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止のため、本会合については、傍聴者を入れずに開催いたしますが、本会合の様子については、下記４のとおり、web上で動画配信することといたしました。
議事録につきましては、後日、食品安全委員会Webサイト
（http://www.fsc.go.jp/iinkai_annai/jisseki.html） に掲載いたします。大変御迷惑をお掛けいたしますが、ご理解のほど、何卒よろしくお願いいたします。
記
１．開催日時：令和5年2月21日（火）　１４：００〜
２．開催場所：食品安全委員会 大会議室　（港区赤坂５−２−２０ 赤坂パークビル２２階)
３． 議事
（１）農薬第二専門調査会における審議結果について
　　　・「ジメスルファゼット」に関する審議結果の報告と意見・情報の募集について
（２）農薬第五専門調査会における審議結果について
　　　・「ジクロロメゾチアズ」に関する審議結果の報告と意見・情報の募集について
（３）食品安全基本法第２４条の規定に基づく委員会の意見について
　　　・農薬「ジメトモルフ」に係る食品健康影響評価について
（４）令和４年度食品健康影響評価技術研究課題の中間評価結果及び令和５年度食品健康影響評価技術研究新規課題の事前評価結果（案）について
（５）その他
４．動画視聴について
：本会合の様子の動画視聴を希望される方は、2月20日（月）12時までに内閣府共通意見等登録システム（https://form.cao.go.jp/shokuhin/opinion-1176.htmlにて、氏名所属、電話番号及びメールアドレスを御登録いただきますようお願いいたします。視聴をお申し込みいただいた方には、御登録いただいたメールアドレス宛てに、視聴に必要なURLを、2月21日（火）12時までに御連絡いたします。なお、当日の資料につきましては、同日14時までに食品安全委員会Webサイト
（http://www.fsc.go.jp/iinkai_annai/jisseki.html）に掲載いたします。
　https://www.fsc.go.jp/iinkai_annai/annai/annai804.html
http://www.fsc.go.jp/iinkai_annai/annai/  　←発表がない場合はこちらからご確認ください
会議の結果は下記から確認できます
★Link食品安全委員会　開催実績リンク　開催日時、配付資料、議事録等
　https://www.fsc.go.jp/iinkai_annai/jisseki.html
　https://www.fsc.go.jp/iken-bosyu/pc1_hisiryou_muramidase_030512.html
[bookmark: _Hlk124709384]■NEW食品安全関係情報更新（令和4年12月24日から令和5年1月27日）2023/1/13
https://www.fsc.go.jp/fsciis/foodSafetyMaterial/search?year=&from=struct&from_year=2022&from_month=12&from_day=24&to=struct&to_year=2023&to_month=1&to_day=27&max=100
[bookmark: 農水省関係]４．農水省関係　https://www.maff.go.jp/
★Link　ウクライナ情勢に関する農林水産業・食品関連産業事業者向け相談窓口
　https://www.maff.go.jp/j/zyukyu/sodan.html
[bookmark: _Hlk126848688][bookmark: _Hlk125722550][bookmark: _Hlk125537905][bookmark: _Hlk125447828][bookmark: _Hlk125065382][bookmark: _Hlk124711204][bookmark: _Hlk124710151][bookmark: _Hlk124709403][bookmark: _Hlk126528310]■NEW千葉県で確認された高病原性鳥インフルエンザの疑似患畜（国内75例目）の遺伝子解析及びNA亜型の確定について　2023/2/15
　https://www.maff.go.jp/j/press/syouan/douei/230215.html
　　千葉県横芝光町で確認された高病原性鳥インフルエンザの疑似患畜（国内75例目）について動物衛生研究部門が実施した遺伝子解析の結果、高病原性鳥インフルエンザの患畜であることが確認されました。
また、当該高病原性鳥インフルエンザのウイルスについて、NA亜型が判明し、H5N1亜型であることが確認されました。
1.概要
（1）千葉県横芝光町の農場で確認された高病原性鳥インフルエンザの疑似患畜（国内75例目、2月10日疑似患畜確定)について、動物衛生研究部門（注）が実施した遺伝子解析の結果、高病原性と判断される配列が確認されました。
（2）これを受け、農林水産省は、「高病原性鳥インフルエンザ及び低病原性鳥インフルエンザに関する特定家畜伝染病防疫指針」に基づき、当該家きんを高病原性鳥インフルエンザの患畜と判定しました。
（3）また、当該高病原性鳥インフルエンザウイルスについて、動物衛生研究部門における検査の結果、NA亜型が判明し、H5N1亜型であることが確認されました。
■NEW茨城県で確認された高病原性鳥インフルエンザの疑似患畜（国内76例目）の遺伝子解析及びNA亜型の確定について　2023/2/15
　https://www.maff.go.jp/j/press/syouan/douei/230215_1.html
　　茨城県坂東市で確認された高病原性鳥インフルエンザの疑似患畜（国内76例目）について、動物衛生研究部門が実施した遺伝子解析の結果、高病原性鳥インフルエンザの患畜であることが確認されました。
また、当該高病原性鳥インフルエンザのウイルスについて、NA亜型が判明し、H5N1亜型であることが確認されました。
1.概要
（1）茨城県坂東市の農場で確認された高病原性鳥インフルエンザの疑似患畜（国内76例目、2月10日疑似患畜確定)について、動物衛生研究部門（注）が実施した遺伝子解析の結果、高病原性と判断される配列が確認されました。
（2）これを受け、農林水産省は、「高病原性鳥インフルエンザ及び低病原性鳥インフルエンザに関する特定家畜伝染病防疫指針」に基づき、当該家きんを高病原性鳥インフルエンザの患畜と判定しました。
（3）また、当該高病原性鳥インフルエンザウイルスについて、動物衛生研究部門における検査の結果、NA亜型が判明し、H5N1亜型であることが確認されました。
■NEW茨城県における高病原性鳥インフルエンザの疑似患畜の確認及び「農林水産省鳥インフルエンザ防疫対策本部」の持ち回り開催について　2023/2/10
　https://www.maff.go.jp/j/press/syouan/douei/230210_5.html
　　本日（2月10日（金曜日））、茨城県坂東市の家きん農場において、家畜伝染病である高病原性鳥インフルエンザの疑似患畜が確認（今シーズン国内76例目）されました。
これを受け、農林水産省は、「農林水産省鳥インフルエンザ防疫対策本部」を持ち回りで開催し、今後の対応方針について決定しました。
1.農場の概要
所在地：茨城県坂東市
飼養状況：約115万羽（採卵鶏）
2.経緯
（1）昨日（2月9日（木曜日））、茨城県は、同県坂東市の農場から、家きんの異状がみられる旨の通報を受けて、農場への立入検査を実施しました。
（2）同日、当該家きんについて鳥インフルエンザの簡易検査を実施したところ陽性であることが判明しました。
（3）本日（2月10日（金曜日））、当該家きんについて遺伝子検査を実施した結果、高病原性鳥インフルエンザの疑似患畜であることを確認しました。
■NEW新潟県村上市で発生した高病原性鳥インフルエンザ（国内55例目）に係る移動制限の解除について　2023/2/10
　https://www.maff.go.jp/j/press/syouan/douei/230210_4.html
　　新潟県は、同県村上市で確認された高病原性鳥インフルエンザ（今シーズン国内55例目）に関し、発生農場から半径3km以内で設定している移動制限区域について、令和5年2月10日（金曜日）午前0時（2月9日（木曜日）24時）をもって、当該移動制限を解除しました。
1.経緯及び今後の予定
（1）新潟県は、令和5年1月6日に同県村上市の家きん農場において高病原性鳥インフルエンザ（今シーズン国内55例目）が発生したことを受け、家畜伝染病予防法に基づき、移動制限（発生農場の半径3km以内の区域）及び搬出制限（発生農場の半径3kmから10kmまでの区域）を設定しました。
（2）新潟県は、令和5年2月4日に当該搬出制限を解除しました。
（3）今般、新潟県は、全ての発生農場の防疫措置が完了した令和5年1月19日の翌日から起算して21日が経過する令和5年2月10日（金曜日）午前0時（2月9日（木曜日）24時）をもって、当該移動制限を解除しました。
■香港向け家きん由来製品の輸出再開について（愛知県、福島県、山形県、香川県、沖縄県、岡山県及び長崎県）　2023/2/6
　https://www.maff.go.jp/j/press/syouan/douei/230206.html
　　本日より、愛知県、福島県、山形県、香川県、沖縄県、岡山県及び長崎県からの香港向けの家きん由来製品の輸出が再開されましたのでお知らせします。
概要
令和4年10月28日に高病原性鳥インフルエンザの今シーズン国内一例目が発生して以降、輸出相手国・地域との間で地域主義の適用について協議を行い、主な輸出先である香港当局からは、非発生県からの家きん由来製品の輸出継続が認められています。
これまで、発生県からの輸出再開について協議を行ってきたところ、今般、香港当局との間で、高病原性鳥インフルエンザに関する清浄性が認められた愛知県、福島県、山形県、香川県、沖縄県、岡山県及び長崎県からの家きん由来製品の輸出再開について合意しました。
これにより、本日から、動物検疫所において香港向けの輸出に必要な輸出検疫証明書の交付を再開しました。
引き続き、他の発生県からの輸出再開について、香港当局との協議を行ってまいります。
＜2022年1-12月の輸出額＞ 
香港向け鶏肉：18億円（鶏肉の総輸出額20億円）
香港向け鶏卵：79億円（鶏卵の総輸出額85億円）
出典：財務省「貿易統計」
＜これまでの経過＞
令和4年10月28日：岡山県において高病原性鳥インフルエンザの疑似患畜を確認
令和4年11月1日：香川県において高病原性鳥インフルエンザの疑似患畜を確認
令和4年11月29日：福島県において高病原性鳥インフルエンザの疑似患畜を確認
令和4年12月5日：愛知県において高病原性鳥インフルエンザの疑似患畜を確認
令和4年12月8日：山形県において高病原性鳥インフルエンザの疑似患畜を確認
令和4年12月16日：沖縄県において高病原性鳥インフルエンザの疑似患畜を確認
令和4年12月22日：長崎県において高病原性鳥インフルエンザの疑似患畜を確認
参考
香港向けの家きん由来製品停止状況については、以下のページよりご確認いただけます。
URL：https://www.maff.go.jp/aqs/hou/pdf/exkakin3-6.pdf　（PDF：91KB)
お問合せ先
消費・安全局動物衛生課　担当者：沖田、木村
代表：03-3502-8111（内線4584）ダイヤルイン：03-3502-8295
[bookmark: 消費者庁関連]５.消費者庁関連　https://www.caa.go.jp/
「消費者庁」になりすましたTwitter、Facebookアカウントにご注意ください。
[bookmark: _Hlk125538771]■NEWマクセル株式会社に対する景品表示法に基づく課徴金納付命令について　2023/2/14
　https://www.caa.go.jp/notice/entry/032143/
　消費者庁は、本日、マクセル株式会社に対し、同社が吸収合併する前のマクセル株式会社が供給していた「オゾン除菌消臭器 オゾネオ エアロ MXAP-AE270」と称する商品に係る表示について、景品表示法第8条第1項の規定に基づき、課徴金納付命令を発出しました。
公表資料
マクセル株式会社に対する景品表示法に基づく課徴金納付命令について[PDF:4.1 MB]
https://www.caa.go.jp/notice/assets/representation_230214_1.pdf
■第9回消費者法の現状を検証し将来の在り方を考える有識者懇談会(2023年1月12日)議事録
　https://www.caa.go.jp/policies/policy/consumer_system/meeting_materials/review_meeting_004/031685.html
消費者庁リコール情報サイト　https://www.recall.caa.go.jp/
[bookmark: _Hlk124463920][bookmark: _Hlk124463870][bookmark: _Hlk123842903]（回収中か否かに関わらず、だいたい一回の掲載で消去します）
★アントレックス「洗濯用洗剤等：THE LAUNDRESS製品」 - 返金／回収　バクテリアが検出されたため　2023/2/16
★キャリエールヒデトワ「エトワール」 - 返金／回収　アレルゲン「卵」の表示欠落　2023/2/16
★やます「精米（曽利房の駅で精米されたお米）」 - 返金／回収　プラスチック片の混入の可能性があるため　2023/2/16
★オールハーツ・カンパニー「フィナンシェ、マドレーヌ」 - 返金／回収　原材料、アレルギー表示の欠落　2023/2/16
★松井永淑「いかキムチ」 - 返金／回収　アレルゲン「小麦、いか、大豆」、添加物の表示欠落　2023/2/16
★ホワイトフーズ「小判揚げ」 - 返金／回収　消費期限の表示欠落（本来の消費期限：2023.2.14）　2023/2/15
★バロー（領下店）「三重県産 生しらす」 - 返金／回収　消費期限の誤表示（誤：賞味期限23.2.17、保存温度-10℃以下、正：消費期限23.2.10、保存温度10℃以下）　2023/2/14
★パル「salut!：ローズティーポット、ほか3商品」 - 返金　「電子レンジ、食器洗浄機・乾燥機使用不可」のところ「電子レンジ、食器洗浄機・乾燥機使用可」の誤表記があることが判明　2023/2/14
★ベルク「くらしにベルク「THEピザクラスト」」 - 返金／回収　カビが発生している可能性のあることが判明　2023/2/14
★ジェイアール東海高島屋「チョコレート類：限定スペシャルボックス・アムールセレクションF」 - 返金／回収　賞味期限内にカビ発生の可能性があるため　2023/2/14
★ヒサダヤ「豚足炭火焼」 - 交換／回収　賞味期限の誤表示（誤：23.4.16、正：23.3.2）　2023/2/14
★宮島醤油「ロイヤルホスト：カシミールビーフカレー」 - 交換／回収　「黒豚カレー」に「カシミールビーフカレー」の化粧箱が使用されたため（アレルゲン「乳成分・ごま・豚肉・りんご」の表示欠落）　2023/2/13
★ライフコーポレーション（南台店）「広島県産生かき（加熱用）」 - 返金　「青森県産ベビーほたて（解凍・生食用）」のラベルを貼付したため、「加熱用」の表示が欠落　2023/2/13
★カネイシフーズ「あたりめ燻」 - 返金／回収　一部の製品からカビが確認されたため　2023/2/13
★武蔵野ホールディングス「香味野菜香る 背脂入り みそラーメン」 - 回収　アレルゲン「豚肉」の表示欠落　2023/2/13
★ハッピーポケット「情熱価格マロンケーキ」 - 返金／回収　一部の商品にカビの発生が認められたため　2023/2/13
★カスミ（フードスクエア我孫子寿店）「ざくろ酢」 - 返金／回収　要冷蔵10℃以下の商品を誤って常温で販売したため　2023/2/13
★末廣（いわて銀河プラザ）「ティラミス ブッセ、はんぐ はんぐ」 - 返金／回収　保存方法の誤表示（誤：要冷蔵（10度以下）にて保存、正：冷凍庫にて（-20度以下）にて保存）　2023/2/10
★企業組合氷上つたの会「炊き込みご飯の素（赤飯の素）」 - 回収　要冷蔵食品を常温で流通させたため、耐熱性菌等の増殖により健康被害を引き起こす可能性があるため　2023/2/10
★徳岡「発泡性ぶどう酒：ヴーヴ アンジュリー ブリュット」 - 返金／回収　軟性プラスチック片の混入が確認されたため　2023/2/9
★太田屋製菓「おさんぽわたがし」 - 返金／回収　金属片が混入　2023/2/9
★阪和興業「尾付きむき伸ばし海老L（ブラックタイガー）」 - 回収　スルファメトキサゾール（合成抗菌剤）が微量に残留している可能性があるため　2023/2/9
★のぐふぁーむ「分離液状ドレッシング：のぐッシング」 - 返金／回収　アレルゲン「小麦」の表示欠落　2023/2/9
[bookmark: 食中毒・感染症]６. 食中毒・感染症
https://news.yahoo.co.jp/articles/8068a715873c6ec58e1b8a24b767bfef42745261
■NEWインフルエンザ（総合ページ）
https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/kenkou_iryou/kenkou/kekkaku-kansenshou/infulenza/index.html
★細菌性食中毒★
[bookmark: _Hlk90027693]■次のとおり食中毒（疑い）が発生したので発表します。　2023/2/12　福岡県行橋市
　調査中
　https://www.pref.fukuoka.lg.jp/press-release/syokuchudoku20230212.html
　１　事件の探知
　　令和５年２月１０日（金）、行橋市の住民から、同市内の飲食店を利用したところ、食中毒様症状を呈した旨、京築保健福祉環境事務所に連絡があった。
２　概要
　京築保健福祉環境事務所が調査したところ、２月１日（水）午後９時頃に同飲食店を友人５名で利用し、うち２名が腹痛、下痢、発熱等の症状を呈していることが判明した。
　現在、同事務所において、食中毒及び感染症の両面から調査を進めている。
３　発生日時　調査中　判明分：令和５年２月３日（金）午後５時頃
４　摂食者数　調査中　判明分：３名
５　症状　調査中　判明分：腹痛、下痢等
　６　有症者数　調査中　判明分：２名（２０代男性）
２名のうち１名が医療機関を受診しているが、入院はしていない。
また、重篤な症状は呈した者はいない。
７　原因施設、原因食品、病因物質　調査中
８　検査　福岡県保健環境研究所で有症者及び従事者の便等を検査予定
９　その他
〈参考〉県下における食中毒の発生状況（２月９日現在。調査中の事件を除く。）
　[image: テーブル

自動的に生成された説明]
★ウイルスによる食中毒★
■園児など281人食中毒　原因は福岡市の飲食店が製造した弁当
[bookmark: _Hlk127446130]2/14(火) 17:34配信　FBS福岡放送　福岡県福岡市
ノロウイルス
https://news.yahoo.co.jp/articles/982e27814e61b6e93bcb0688070055ca73fe878c
福岡市内4カ所の幼稚園で食中毒の疑い　園児5人ノロウイルス陽性
[bookmark: _Hlk127217519]2/11(土) 0:26配信　RKB毎日放送　福岡県福岡市
ノロウイルス
https://news.yahoo.co.jp/articles/71b98eb30ef7e626b4645998c7fdfc69cf400ce8
食中毒の発生について（第２報）（令和５年２月 14 日 午後 3 時 00 分現在）　福岡県福岡市
ノロウイルス
https://www.city.fukuoka.lg.jp/data/open/cnt/3/2785/1/230214shokuchudokunohasseinituitedainiho.pdf?20230215113354
１ 探知
令和５年２月８日（水）、南区の幼稚園から南区保健福祉センターへ「２月７日（火）から園児及び職員複数名が自宅で嘔吐、下痢の食中毒様症状を呈している」旨の連絡があったもの。 
２ 概要
博多区内の施設が製造した弁当を令和５年２月３日（金）、6 日（月）、7 日（火）、8 日（水）及び９日（木）に喫食した福岡県と佐賀県の幼稚園及び保育園の園児及び職員の計 281 名が、令和５年２月５日（日）から嘔吐、下痢等の食中毒様症状を呈したもの。 
調査の結果、博多区保健福祉センター（博多保健所）は、当該施設が製造した弁当を原因とするノロウイルス食中毒と断定し、営業禁止処分とした。
３ 症状　嘔吐、下痢、発熱等 
４ 有症者・・・・調査中 　判明分 25 園 281 名（園児及び職員） 
（内訳）幼稚園 21 園 266 名 　保育園 4 園 15 名 
５ 検査（福岡市保健環境研究所で検査） 
有症者検便（９検体）・・・ 9 検体からノロウイルス検出 
従事者検便（22 検体）・・・ ６検体からノロウイルス検出 
６ 原因施設 
（１）営業所所在地 福岡市博多区
（３）屋 号 レモン株式会社
（４）業 種 飲食店営業 
７ 原因食品 
 当該施設が令和５年２月３日（金）、6 日（月）、7 日（火）、8 日（水）及び９日（木）に製造した弁当
[image: ]
８ 原因施設に対する指導事項 
（１）調理器具の消毒及び食材等の廃棄を行うこと。
（２）手洗い設備を改善すること。
（３）調理従事者等の手洗い方法、トイレの清掃・消毒方法等を再度確認すること。
（４）ノロウイルスが検出された従事者は、陰性確認が終わるまで調理作業に従事しないこと。
（５）調理工程や調理手順の見直しを図ること。
（６）HACCP に沿った衛生管理を実施すること。
（７）上記について従業員教育を実施すること。
９ 措置処分 
博多区保健福祉センター（博多保健所）は、以下の理由により、当該施設が製造した弁当が　原因のノロウイルス食中毒と断定し、2 月 14 日（火）から営業禁止処分とした。 
（１） 当該施設が令和５年２月３日（金）、6 日（月）、7 日（火）、8 日（水）及び９日（木）に製造し、複数の施設に納品した弁当を喫食した 281 名が、下痢、嘔吐、発熱等の食中毒様症状を呈したこと。
（２）有症者の発症状況が一峰性を示していること。
（３）有症者 281 名の共通食は当該施設で製造された弁当のみであること。
（４）有症者９名からノロウイルスが検出されたこと。
（５）有症者の症状及び潜伏期間がノロウイルスによる食中毒と一致していること。
（６）当該施設の従事者等 6 名からノロウイルスが検出されたこと。
〈参考〉福岡市における令和４年及び令和５年食中毒発生状況
[image: ]
食中毒（疑い）の発生について 
[bookmark: _Hlk127446337]（令和５年２月 10 日 午後６時 30 分現在　福岡県福岡市
ノロウイルス
https://www.city.fukuoka.lg.jp/data/open/cnt/3/2785/1/230210shokuchudokuutagainohasseinitsuitedaiippou.pdf?20230210211502
１ 探知
令和５年２月８日（水）、南区の幼稚園から南区保健福祉センターへ「２月７日から園児及び職員複数名が自宅で嘔吐、下痢の食中毒症状を呈している」旨の連絡があったもの。 
２ 概要
本市が調査したところ、博多区内の施設で製造された弁当を令和５年２月３日（金）又は ６日（月）に喫食した４ヵ所の幼稚園において、令和５年２月５日（日）から嘔吐、下痢等の食中毒様症状を呈している者が合計 87 名いることが判明したもの。 
現在、本市において食中毒及び感染症の両面から調査を進めている。 
３ 製造数 
２月３日（金） 1,568 食（14 ヵ所の幼稚園に納品（判明分）） 
２月６日（月） 2,829 食（26 ヵ所の幼稚園に納品（判明分）） 
４ 症状　嘔吐、下痢、発熱等 
５ 有症者・・・・調査中　判明分 87 名 
 うち園児 65 名（５名がノロウイルス陽性）、職員 22 名 
６ 検査　福岡市保健環境研究所等で有症者便、従業員便、保存食等を検査予定 
７ その他 
 ・原因食品を製造したと疑われる施設については、現在、営業を自粛中。 
 ・有症者が判明している園以外について、現在、発症状況等について調査中。
[bookmark: _Hlk127445503]■ネットで購入した弁当で集団食中毒、西宮市内の業者を営業停止処分に　発症者や調理従事者からノロウイルス検出　2/13(月) 19:39配信　神戸新聞NEXT　兵庫県西宮市
　ノロウイルス
　https://news.yahoo.co.jp/articles/e4b31cfdcf2840e7460be764e68ec79c8974e598
　食品衛生法違反者等の公表について　2023/2/13　兵庫県西宮市
　ノロウイルス
　https://www.nishi.or.jp/kenko/hokenjojoho/shokuhineisei/chishiki/eiseiihan.html
　行政処分等を受けた年月日	令和5年2月13日
行政処分等の対象となった施設の名称及び所在地
株式会社三心、肉バルM-2
西宮市
行政処分等の対象となった食品等　当該施設が2月3日（金曜）に提供した弁当
行政処分等を行った理由　食品衛生法第6条第3号違反（食中毒の発生）
行政処分等の内容　2月13日（月曜）から2月14日（火曜）までの2日間の営業停止
行政処分等を行った措置状況	
・発症者の疫学調査
・発症者及び調理従事者の検便等実施
・原因施設への立ち入り調査及び施設の拭き取り検査
・食品の衛生的な取り扱い及び施設の清掃消毒の指導
■金沢のすし店で５人食中毒　生がきなど食べ、ノロウイルス検出　2023/2/12　北國新聞　石川県金沢市
　ノロウイルス
　https://www.hokkoku.co.jp/articles/-/986982
■日光市の飲食店弁当でノロウイルス発生　24人が食中毒症状　2/13(月) 10:19配信
　とちぎテレビ　群馬県日光市
　ノロウイルス
　https://nordot.app/997027216914300928?c=643662570251043937
[bookmark: _Hlk127194704]弁当で２４人食中毒　栃木ノロウイルス検出　2023/2/12 18:22　産経新聞　群馬県日光市
　ノロウイルス
　https://www.sankei.com/article/20230212-VXYI6AVMZ5MXHISPQHC74RNIWA/
[bookmark: _Hlk127273430]食中毒の発生について　2023/2/13　群馬県日光市
　ノロウイルス
　https://www.pref.tochigi.lg.jp/e07/houdou/202302kensai.html
令和5(2023)年2月8日（水曜日）午前10時頃、県西健康福祉センター(県西保健所)に「2月3日（金曜日）に日光市内の飲食店が調理した弁当を食べた同市内の事業所の複数人が、下痢、嘔吐などの症状を呈し、一部は医療機関を受診している。」との通報があったため、同センターで調査を開始した。
調査の結果、2月3日に当該飲食店が調理し、提供した弁当を喫食した24名が、下痢、発熱、嘔吐等の食中毒症状を呈していることが判明した。
発症者に共通する食事は、2月3日に当該飲食店が調理し、提供した弁当に限られていること、発症者と調理従事者の便からはノロウイルスが検出され、発症者の症状はノロウイルスによるものと一致していること、発症の状況が一峰性で時間的に集積性が認められることから、本日、同センターは当該飲食店が提供した弁当を原因とする食中毒と断定した。
なお、発症者については、いずれも快方に向かっている。
令和5(2023)年栃木県内の食中毒事例（宇都宮市を除く）2023/2/13　群馬県日光市
　ノロウイルス
　https://www.pref.tochigi.lg.jp/e07/life/shokuseikatsu/chuudoku/datar5.html
　原因物質　ノロウイルス
　原因食品　2月3日(金)に当該飲食店が昼食として提供した弁当
　原因施設　飲食店
　摂食者数　調査中
　患者数　24
■【長崎】恵方巻食べ３２人がノロウイルス食中毒　西海市の飲食店
2/10(金) 21:54配信　長崎国際テレビ　長崎県西海市
ノロウイルス
https://news.yahoo.co.jp/articles/9d18b9b84416d38c04bb314236152a4684301004
[bookmark: _Hlk127195228]食中毒事件の発生について　2023/2/10　長崎県西海市
　ノロウイルス
　https://www.pref.nagasaki.jp/press-contents/596774/index.html
　　令和5年2月7日(火曜日)午後2時30分頃、西海市にある会社に勤務する従業員の家族から、会社で配付された恵方巻を喫食した家族2名が食中毒を疑う症状で病院を受診し、他の従業員にも複数の有症者が発生している旨の通報が西彼保健所にあり、同保健所が調査を行った。
　　その結果、同保健所は原因施設を西海市にある飲食店と断定し、本日、行政処分を行いましたのでお知らせします。
1.　概要
　西彼保健所による調査の結果、有症者らは、西海市内の同じ会社の職員及び家族で、2月3日(金曜日)に当該飲食店が調理した恵方巻を喫食した48名のうち25名が、2月4日(土曜日)から2月6日(月曜日)にかけて嘔吐、下痢、発熱等を呈していることが判明した。また、同日に当該飲食店が調理した恵方巻を喫食した他の10グループ27名のうち、7名も同様の症状を呈していた。
　　有症者全員の共通食がこの恵方巻以外にないこと、有症者の便からノロウイルスが検出されたこと、発症までの時間と症状がノロウイルス食中毒の特徴と一致することから、同保健所は当該飲食店を原因施設とする食中毒と断定し、以下のとおり行政処分を行った。
2.　原因施設
営業所所在地：西海市
営業所の名称：呑み食い処　味楽家(のみくいどころ　みらい)
営業の種類　：飲食店営業(弁当・一般食堂)
3.　原因食品　
令和5年2月3日(金曜日)に当該飲食店が調理した恵方巻
（恵方巻の種類)
太巻(桜でんぶ、玉子、かんぴょう、胡瓜、酢飯、のり)
サラダ巻(レタス、玉子、かに風味かまぼこ、胡瓜、マヨネーズ、酢飯、のり)
焼肉巻(牛肉、焼肉のタレ、酢飯、のり)
海鮮巻(ブリ、タイ、ハガツオ、サーモン、酢飯、のり)
4．病因物質　ノロウイルス
5．処分内容
令和5年2月10日(金曜日)から2月11日(土曜日)まで2日間の営業停止(食品衛生法第6条第3号違反)。なお、当該施設は2月7日(火曜日)から営業を自粛している。
6．症状　嘔吐、下痢、発熱等
7．摂食者数　75名
8．有症者数(令和5年2月10日(金曜日)現在)　32名(5歳から73歳)
4名受診(有症者に入院した患者はおらず、全員が回復に向かっている)
参考：県内の食中毒発生状況(令和5年2月10日(金曜日)現在) (本件含む)
　[image: 横, 大きい, 地域, ボート が含まれている画像

自動的に生成された説明]
■食中毒の発生による営業の禁止について　最終更新日令和5年2月8日　愛知県岡崎市
　ノロウイルス
　https://www.city.okazaki.lg.jp/houdou/p037725.html
　　本日、飲食店「魚政支店」（若宮町）を食中毒の原因施設と断定し、この施設に対し営業禁止を命じました。
　　患者は現在、令和5年1月30日（月曜日）から令和5年1月31日（火曜日）の間に当該施設で調理された弁当を摂食した9グループ25人のうち14人で、重症者は確認されておりません。
1　探知
　　　令和5年2月7日（火曜日）11時頃、岡崎市保健所に「先週、当該施設で調理された弁当を食べた複数の者が体調を崩している。」旨の連絡がありました。
2　調査結果
　・　患者の共通食は、令和5年1月30日から令和5年1月31日の間に当該施設で調理された弁当でした。
　　・　患者の症状はノロウイルス食中毒と一致しました。
　　・　患者10人の便からノロウイルスG2が検出されました。
　　・　患者は、当該飲食店において調理された弁当以外に共通食がなく、また、患者の家族等から感染したノロウイルス感染症を疑う事象は確認されていません。
　　・　医師から食中毒の届け出がありました。
　　　これらのことから、当該施設を原因とする食中毒と断定しました。このため、本日（2月8日）付けで営業禁止処分とし、施設の清掃及び消毒の徹底を指導するとともに、食中毒予防に関する教育を行い、被害の拡大と再発の防止に努めます。
　　　なお、当該施設は、本日（2月8日）から営業を自粛しています。
　　患者
　　　発症日時	
令和5年1月31日（火曜日）　19時～令和5年2月4日（土曜日）　1時30分
（潜伏期間　平均37時間50分　中央値37時間30分）
症状　下痢、嘔吐（おうと）、腹痛、発熱など
患者数（令和5年2月8日現在）14人：男性8人、女性6人
原因食品　令和5年1月30日から令和5年1月31日の間に調理販売された弁当
メニュー　サバ塩焼、キンピラ、味玉子、ポテト、味ごはんなど
病因物質　ノロウイルスG2
　原因施設
　　　所在地　岡崎市 
屋号　魚政支店
営業の種類	飲食店営業、魚介類販売業
措置	営業の禁止（再発防止策が講じられた後に解除）
　検査関係
　　　検便　患者便10件：10件からノロウイルスG2検出
その他　施設ふきとり検体7件：2件からノロウイルスG2検出
3岡崎市食中毒発生状況（本日現在）
[image: テーブル

自動的に生成された説明]
■違反施設に対する行政処分等の情報　2023/2/7　大阪府堺市
　ノロウイルス
　https://www.city.sakai.lg.jp/kenko/shokuhineisei/anzenjoho/kaishu/gyosei.html
　発生年月日（公表年月日）　令和5年2月7日（令和5年2月14日）
　違反施設　
業種名　飲食店営業
施設の名称　炭火焼鳥　杉の屋
所在地　堺市北区
違反の理由（内容）　食品衛生法第6条第3号違反（食中毒の発生）
措置内容　2月14日　1日間の営業停止
備考
【病因物質】　ノロウイルス
【原因食品】　2月5日に当該施設で調製された食事
【有症者数】　8人
■食中毒の発生について　令和5年（2023年）2月4日（土曜日）
健康福祉局保健部食品保健課　広島県広島市
ノロウイルス
https://www.city.hiroshima.lg.jp/houdou/houdou/317450.html
1　事件の概要
　令和5年2月2日（木曜日）13時頃、市民から「1月28日（土曜日）夜に13名で飲食店を利用したところ、複数の者が体調不良を呈している。」との情報があり、調査を開始した。
　調査の結果、1月28日（土曜日）夜に「海の幸　磯の坊光町店」を利用した1グループ13名のうち5名が、1月30日（月曜日）4時から14時にかけて、嘔吐、腹痛、下痢等を発症していた。
　患者の共通食は、当該施設が提供した食事のみであること、患者便及び従事者便からノロウイルスが検出されたこと及び医療機関から食中毒患者の届出があったことから、広島市保健所は、この施設が提供した食事を原因とする集団食中毒と判断し、2月4日（土曜日）、当該飲食店の営業者に対して、営業の禁止を命令した。
2　患者の状況　
1 　患者数　5名：入院なし
2 主症状　嘔吐、腹痛、下痢等
3　原因施設
1 施　設　名　　海の幸　磯の坊光町店
2 営業の種類　　飲食店営業一類
3 営業所所在地　広島市
4　原因食品　令和5年1月28日（土曜日）夜に提供された食事
3，000円コース：（小鉢（甘エビボイル）、刺身（ヒラマサ、サーモン、タイ）、鶏の陶板焼き、天ぷら（エビ、なす、にんじん、かぼちゃ）、魚の煮付け、茶碗蒸し、菜飯、漬物（浅漬け等））
単品：カワハギの薄造り、ポテトフライ、鶏のから揚げ
5　病因物質　ノロウイルス
6　保健所の対応
1 患者の発症状況及び喫食状況等の調査
2 原因施設の立入調査・指導
3 検体採取（検査機関：広島市衛生研究所）
[image: グラフィカル ユーザー インターフェイス, アプリケーション

自動的に生成された説明]
■食中毒発生状況（福島市内）　2023/1/29　福島県福島市
　ノロウイルス
　https://www.city.fukushima.fukushima.jp/hoken-shokuhin-eisei/kenko/iryo/shokuhin-eisei/shokuchudoku/27.html
　発生年月日　2023/1/29
　摂食者数　不明
　患者数　99　※2月9日現在、調査継続中
　原因食品　1月28日から1月30日に提供された弁当
　病因物質　ノロウイルス
　血清型等　GⅡ
　原因施設　飲食店
★寄生虫による食中毒★
[bookmark: _Hlk82685675][bookmark: _Hlk127447388]■アニサキス…夫が腹痛、イワシや赤貝の刺し身を食べた数時間後　鮮魚店を処分　一緒に食べた妻は異常なし　2/16(木) 10:17配信　埼玉新聞　埼玉県川越市
　アニサキス
　https://news.yahoo.co.jp/articles/54e768c65bafec8638e1982d2f6e73a8b87ba55a
　令和5年2月15日食中毒事件の発生について　最終更新日：2023年2月15日
　埼玉県川越市
　アニサキス
　https://www.city.kawagoe.saitama.jp/kenkofukushi/shokuhineisei/shokuhinese/shokunoanzen/shokuchudokujiken/shokuchudoku02152.html
　食中毒事件の発生について
事件の概要
令和5年2月13日月曜日12時30分頃、市内医療機関から川越市保健所に「診察した患者から、内視鏡にてアニサキスを摘出した。」旨の連絡がありました。
川越市保健所では、患者、施設等の調査を行い、原因究明に努めてきました。その結果、2月15日水曜日、食中毒と断定し、当該営業者に対して1日間の営業の一部停止処分を行いました。
患者の状況
喫食者：2名
発症者：1名
症状：腹痛
喫食日時：令和5年2月12日日曜日19時30分
発症日時：令和5年2月13日月曜日3時
原因施設で購入し喫食した食品：刺身（いわし、赤貝）
なお、患者は入院せず、快方に向かっている。
病因物質　アニサキス
原因施設　川越市内の販売店
行政処分
処分決定日：令和5年2月15日水曜日
営業停止期間：令和5年2月15日水曜日の1日間
営業停止の範囲：生食用鮮魚介類（冷凍品を除く。）の加工、販売
なお、冷凍品とはマイナス20℃以下で24時間以上の冷凍をしたものをいう。
原因施設として決定した理由
潜伏期間内に生食した鮮魚介類は、当該施設が加工、販売した刺身に限定されていた。
医療機関による内視鏡検査で、患者の胃からアニサキスが摘出された。
患者の症状及び潜伏期間が、アニサキスによるものと一致していた。
患者を診察した医師から、食中毒患者等届出票が提出された。
★自然毒による食中毒★
■
★化学物質による食中毒★
■セシウム基準値超えでスズキを自主回収　福島県漁連の独自基準　安全性が確認されるまで出荷自粛　2023年02月07日 18:42　福島テレビ
　https://www.fukushima-tv.co.jp/localnews/2023/02/2023020700000012.html
★細菌による感染症★
■
★ウイルスによる感染症★
■感染性胃腸炎の集団発生について　2023/2/15　栃木県
　感染症　ノロウイルス・サポウイルス
　https://www.pref.tochigi.lg.jp/e04/kansensaiyou/documents/20230215kansenseiichouen.html
　概　要
感染症名：感染性胃腸炎(5類感染症)【原因病原体：ノロウイルス、サポウイルス】
・集団発生の時期：令和5(2023)年1月26日(初発)
・集団発生の場所：県北健康福祉センター管内の保育所
・発症の状況：令和5(2023)年1月26日～令和5(2023)年2月15日、計55名（園児54名、職員1名）　
・経過：
　　　　令和5(2023)年2月10日、県北健康福祉センター管内の保育所から複数の園児及び職員が、嘔吐、下痢等の症状を呈しているとの連絡があり、同日、同センターで調査及び指導を実施した。　
  　　　また、2月15日に保健環境センターにおいて4名の検体（便）の検査を実施した結果、2名の検体からノロウイルス、3名の検体からサポウイルスが検出された。重症者はなく、発症者は全員快方に向かっている。　
県の対応
 　　  県北健康福祉センターでは、当該情報の探知後、当該施設における予防対策（園児及び職員の健康管理、手洗い等の励行、汚物等の適切な処理等の迅速な対応）及び消毒について、指導等を実施するとともに、当該施設における発症者等の調査、原因追及のための感染源の調査を実施した。
栃木県内で報告のあった感染性胃腸炎集団発生（30名以上の患者報告数）状況（宇都宮市を含む）
平成30年 8施設（障害者施設1、小学校2、中学校1、保育所3、幼稚園1）
令和元年10施設（高齢者施設1、障害者施設1、小学校1、学校1、保育所6）　
令和2年0施設
令和3年12施設（障害者施設1、保育所7、認定こども園4）
令和4年3施設（保育所2、認定こども園1）　
令和5年2施設（保育所1、認定こども園1）※今回発生事例含む
【参考】県健康福祉センター及び宇都宮市保健所の管轄区域
・県西健康福祉センター：鹿沼市、日光市
・県東健康福祉センター：真岡市、益子町、茂木町、市貝町、芳賀町
・県南健康福祉センター：小山市、上三川町、下野市、野木町、栃木市、壬生町
・県北健康福祉センター：大田原市、那須町、那須塩原市、矢板市、塩谷町、さくら市、高根沢町、那須烏山市、那珂川町
・安足健康福祉センター：足利市、佐野市
・宇都宮市保健所：宇都宮市
　関連資料
県民の皆様へ（感染性胃腸炎について）（PDF：82KB）
https://www.pref.tochigi.lg.jp/e04/kansensaiyou/documents/documents/norosaporota.pdf
■感染性胃腸炎　３年ぶり集団感染　手洗い徹底など呼びかけ
02月08日　18時24分　山口 NEWS WEB　山口県柳井市
感染症　ノロウイルス
https://www3.nhk.or.jp/lnews/yamaguchi/20230208/4060016150.html
■北茨城のこども園で集団胃腸炎　園児ら60人　2/9(木) 21:05配信　茨城新聞クロスアイ
　茨城県北茨城市
　感染症　ノロウイルス
　https://news.yahoo.co.jp/articles/5942471db2436cea3915c78022ef06b557e03e9c
■感染性胃腸炎の集団発生について　2023/2/7　福岡県福岡市
　感染症　ノロウイルス
　https://www.city.fukuoka.lg.jp/data/open/cnt/3/13366/1/0207noro.pdf?20230210162459
　　博多区内の保育施設で、複数の園児及び職員が嘔吐、下痢等の症状を呈しているとの報告があり、医療機関による検査の結果、ノロウイルスが検出された。
１ 博多区内の保育施設 
（１）経緯 
１月２４日（火） ８名の園児に嘔吐、下痢、発熱の症状が出現した。
当該施設より、医療機関による検査の結果ノロウイルスが検出されたと報告があった。
以後、複数の園児及び職員に嘔吐、下痢、発熱、腹痛の症状が出現。
２月 ２日（木） 当該施設より、新たな有症状者が発生していると報告があった。
 　　　博多保健所が感染拡大防止及び患者等の健康観察の実施を指導した。
２月 ３日（金） 博多保健所が感染拡大防止及び患者等の健康観察の実施を再度指導した。
２月 ７日（火） 博多保健所が有症状者の発生状況を確認するとともに、感染拡大防止等を改めて指導した。
（２）有症状者の区分 ※( )内の数は、有症状者のうち、ノロウイルスが検出された人数
[image: テーブル

自動的に生成された説明]
[image: テーブル

自動的に生成された説明]
（３）有症状者の発症状況
[image: ]
（４）症状　嘔吐、下痢、発熱、腹痛 ※重症者はなく、全員快方に向かっている。
（５）行政対応 
 ① 施設への感染予防及び拡大防止のための指導を実施。
 ② 園児及び家族、職員の健康調査及び健康観察を実施するよう施設へ指導
★その他の感染症★
■
★違反食品★
■生食用かきの回収を命令しました　2023/2/15　岡山県
　E.coli 最確数基準値 230／100g 以下のところ、490／100g
https://www.pref.okayama.jp/uploaded/attachment/339878.pdf
　　備前保健所において、令和５年２月１３日に次の加工者が加工した生食用かきを収去検査したところ、食品衛生法の成分規格の基準値を超える E.coli（大腸菌）が検出されました。
直ちに、備前保健所が加工施設への調査及び指導を行うとともに、同一ロット品の回収を命じたのでお知らせします。
なお、これまでのところ、当該かきを食べたことによる健康被害の情報はありません。
記
１ 加 工 者 邑久町漁業協同組合　岡山県瀬戸内市
２ 回収対象品 名 称 生かき（生食用）
採 取 海 域 岡山県虫明海域
出 荷 先 岡山県、三重県
　[image: ]
　３ 検査結果 生食用かき成分規格違反（食品衛生法第 13 条第２項）
E.coli 最確数基準値 230／100g 以下のところ、490／100g
○E.coli（大腸菌）は、かき等の食品の汚染を推測する指標菌とされています。
○最確数とは、食品に存在する統計的な確率に基づく菌数です。
■ゆで卵に消毒剤使用、社名変更・体制刷新で再出発「誠意もって営業します」
[bookmark: _Hlk127192631]2023/02/12 13:54　読売新聞オンライン　佐藤先生からいただいた情報です
https://www.yomiuri.co.jp/national/20230212-OYT1T50051/
■ゴボウ産地偽装　出水の青果業者、破産開始決定　中国産を「青森県産」「宮崎県産」と表示
 　2023/02/10 09:02　南日本新聞　佐藤先生からいただいた情報です
■外国産の馬刺しを「熊本産」と表示　「焼肉ヌルボン」が謝罪
[bookmark: _Hlk127192892]2/10(金) 0:14配信　朝日新聞デジタル　佐藤先生からいただいた情報です
https://news.yahoo.co.jp/articles/e1c03899438454834e9714c341b2e6bdcaad8597
■外国産アサリを熊本産に偽装　容疑で荒尾の業者を逮捕　28億円売り上げか　福岡県警
2/6(月) 8:19配信　西日本新聞社　佐藤先生からいただいた情報です
https://news.yahoo.co.jp/articles/0a4918e2942a3937af8421fcee430508bd5bf5aa
■ゆで卵に指定外添加物使用　岩手エッグデリカと元会長　略式起訴＜岩手・八幡平市＞
岩手めんこいテレビ　2023年1月31日 火曜 午後6:51　佐藤先生からいただいた情報です
https://www.fnn.jp/articles/-/479166
★その他関連ニュース★
■4種類の抗ウイルス薬にXBB.1.5増殖抑制効果 - 国立国際医療研究センターが研究成果発表
2/15(水) 17:10配信　医療介護ＣＢニュース
https://news.yahoo.co.jp/articles/a51339d4bfaaac002e09e9a701d21ce524dd4daf
■東京のインフル患者数が横ばい、ピーク迎えたか - 13保健所管内で前週の報告数を下回る
[bookmark: _Hlk127452739]2/15(水) 15:00配信　医療介護ＣＢニュース
https://news.yahoo.co.jp/articles/abb2ef25f93b9f933e3a077c795f254cf250942c
■医療機関受診時はマスク着用を推奨 - 東京都が都民への呼びかけ案を提示
[bookmark: _Hlk127452634]2/14(火) 20:47配信　医療介護ＣＢニュース
https://news.yahoo.co.jp/articles/456c84b5f5185bb137ad7e91c9bad862fd8fd2ed
■【感染症情報】インフルエンザが10週連続で増加 - RSウイルス感染症は3週連続増
2/14(火) 12:45配信　医療介護ＣＢニュース
https://news.yahoo.co.jp/articles/49051aa6bc7889b97e4152bbb4620f1aeb470e13
■BCGと水痘ワクチン接種の計3件を認定 - 厚労省が疾病・障害認定審査会分科会審議結果公表
[bookmark: _Hlk127452390]2/13(月) 11:45配信　医療介護ＣＢニュース
https://news.yahoo.co.jp/articles/2d5a50ff54110de97537c3896ae69ed716358206
■インフル患者前週比1.2倍、2県で警報レベル - 厚労省が第5週の発生状況を公表
[bookmark: _Hlk127216057][bookmark: _Hlk127216163]2/10(金) 15:20配信　医療介護ＣＢニュース
https://news.yahoo.co.jp/articles/b009b1cdcffeb80f3a6608cdf5e8193024e952c7
■新型コロナワクチン接種の66件を認定 - 厚労省が健康被害審査第二部会の審議結果公表
2/10(金) 13:45配信　医療介護ＣＢニュース
https://news.yahoo.co.jp/articles/fc125af11cb811161bed1fb948cdfc4f16edd221
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食科協かわら版　ニュース&トピックス　No.311（2023年度No.13）2023/2/17

食科協のメールマガジン

掲載内容については、１回の掲載で消去いたします。

なるべくみなさまのご要望に応じたいと存じますので、ご意見・ご感想ご掲載希望案件等

 NPO2002-fhsinfo@ccfhs.or.jp まで、お知らせください。

会員のページはホームページに移行いたします　掲載文は事務局までお送りください

目次を付けました。「全文」と書いてあるものは、該当ページに全文を記載しています。

◇┻┻┻┻┻┻┻┻┻┻┻┻┻┻┻┻┻┻┻┻┻┻┻┻┻┻┻┻┻┻┻┻┻┻┻┻┻┻┻┻┻┻┻┻┻┻◆[image: ]

オオイフノフグリ

オオイヌノフグリ　ウィキペディア　https://ja.wikipedia.org/wiki/%E3%82%AA%E3%82%AA%E3%82%A4%E3%83%8C%E3%83%8E%E3%83%95%E3%82%B0%E3%83%AA 

春の土手　いぬふぐり咲けり　涅槃図の中に無かりし　この瑠璃の花　高野公彦

オオイヌノフグリ（大犬の陰嚢、学名：Veronica persica）は、オオバコ科クワガタソウ属の越年草。路傍や畑の畦道などに見られる雑草。特に、湿ったところで多く見られる。

和名はイヌノフグリに似てそれより大きいために付けられた。フグリとは陰嚢のことで、イヌノフグリの果実の形が雄犬の陰嚢に似ていることからこの名前が付いた。オオイヌノフグリの果実はハート型で、フグリに似てはいない。ヨーロッパ原産。アジア（日本を含む）、北アメリカ、南アメリカ、オセアニア、アフリカに外来種（帰化植物）として定着している。日本に入ったのは明治初年と推定され、1884年あるいは1887年に東京で見られてから急速に拡大し、1919年には全国的にありふれた草になった。近縁種にイヌノフグリ、タチイヌノフグリ、フラサバソウなどがあるいずれもオオイヌノフグリより小型で、花ははるかに小さいので目立たない。なお、日本の同属にはクワガタソウ（Veronica miqueliana）の仲間があり、これは山地から高山に分布し、イヌノフグリを大きくしたような美しい花の野草である。
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岡田真実2023年2月16日 10時00分　朝日新聞デジタル　全文

https://www.asahi.com/articles/ASR2H6V28R2HTOLB009.html
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		■コロナ接触アプリＣＯＣＯＡ「国の開発・運用の能力・体制が不足していた」…デジタル庁の総括案　2023/02/16 10:00　読売新聞オンライン　全文

　https://www.yomiuri.co.jp/economy/20230215-OYT1T50297/
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		■トルコ大地震で続発「パンケーキ崩壊」　過去にも被害、リスク共有は

2/15(水) 18:38配信　産経新聞　全文

https://news.yahoo.co.jp/articles/3a4e60280f8b973188a5da366329a54cec060bbc
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		■カンニング竹山　脱マスクまで1カ月「マスクを外せない子どもたちへの懸念」〈dot.〉　2/15(水) 11:30配信　全文

https://news.yahoo.co.jp/articles/278a1ca3032552faf89163e38a1977de0bb12aba
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		■「餃子の王将」ギョーザたれを客の前から撤去　虫混入の動画や迷惑行為対応で

2/14(火) 10:31配信　京都新聞　全文

　https://news.yahoo.co.jp/articles/dedad612ac488ee971808083e1a280c72e603bac
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		■網膜壊死を伴う「ぶどう膜炎」における世界初の症例報告について　神戸市
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■蚊やゴキブリの遺影を前にお焼香…アース製薬が“虫供養”を行うワケ「感謝と懺悔の気持ちと向き合う大切な日」　2/17(金) 7:30配信　全文

　https://news.yahoo.co.jp/articles/187120c06682eb33541a7c3d30600a5aaf9b4d3a?page=1

　　「一寸の虫にも五分の魂」ということわざがある。どんなに小さく弱い虫、者でもそれ相応の命があるのだから、粗末に扱ってはならないという例えだが、これを体現しているイベントがある。それが殺虫剤・防虫剤など虫ケア用品の製造・販売をおこなうアース製薬の虫供養だ。「虫供養？」…多くの人が頭をかしげると思う。この虫供養とは読んで字の通り、虫ケア用品などを開発する際に効力試験に貢献する虫たちへの鎮魂の気持ちを込めて供養を行うもので、実際にお寺の大広間で、蚊やダニ、ゴキブリ、ノミなどの遺影を飾り、住職の読経に合わせて社員がお焼香をしていくという本格的なものだ。この取り組みについて、同社研究部部長の川口美香子さんに話を聞いた。

[image: ]

仏壇に並べられた虫たちの遺影　画像提供：アース製薬

　■「虫は効力試験で使う必要があるのに、なぜ供養するの？」研究員も初参加時は困惑…シュール過ぎる厳格な取り組み

　　虫供養が同社で行われ始めたのは約40年前。昨年12月22日にも兵庫県赤穂市の妙道寺で虫供養が執り行われ、研究部をはじめ関係者が約70名参列した。長い歴史があるが、何をきっかけに執り行われるようになったのか。

「まず弊社の経営理念に『命と暮らしに寄り添い、地球との共生を実現する』というものがあります。聞くところでは、命の大切さを社員が感じるためにも供養をしたほうがいいだろうというところが始まりだと聞いています」

ひと通り読経と焼香が終われば、次には住職の説法が始まる。その年その年の時流に合わせた話であり、昨年であれば戦争。虫の命から始まり、命全体の大切さにまつわる説法が行われる。

　ここまで本格的に、まるで人の供養と同じように行われるとなると、どこか珍妙な気がするが、実は川口さん初めて虫供養に参加した際には、「すごく違和感があって、はじめはとても厳かな気持ちにはなれませんでしたね」と振り返る。

「虫は効力試験で使う必要があるのに、なぜ供養するの？と。あとは虫の遺影が飾られている景色そのものがちょっとシュールだなと最初は思いましたが、儀式が始まり、焼香、ご住職の説法という一連の流れを体験するなかで、我々の試験に関わる虫たちのおかげで商品開発ができています。虫が媒介する感染症で命を奪われる人も多く、虫に困っている人たちの役にも立っている。この供養を通して、虫たちへの向き合いが変わっていきました」

　■「彼らのおかげで我々が成り立っている」“虫供養”は1年に1度だけのマインドチェンジ

　　同社は約100種類以上の虫を飼育し、ゴキブリだけで約100万頭、ハエ・蚊それぞれ約5万頭が虫ケア用品開発のために使用される。

　だが、命と暮らしに寄り添い地球との共生を実現するという同社の経営理念に基づくと、商品開発や改良のために効力試験をしているといえども、虫も人も同じ1つの命なのだということを考えておかなければいけない。また、殺虫剤の名称も虫ケア用品に変更しており、そもそも虫を殺すことが目的ではなく、虫や虫が媒介する感染症から人を守るものが虫ケア用品の役割であることを訴える。

「常日頃から虫に対して申し訳ない気持ちを持つことはありませんが、年に1度の虫供養では、『商品開発のために犠牲にしてしまい、ごめんなさい。おかげで商品開発ができています。貢献してくれてありがとう』という償いや感謝の気持ちとしっかりと向き合う日を作り、マインドチェンジしているところもあります」

　同社で飼育され、効力試験に貢献している虫たちは、実質、人に危害を加えたわけではない。驚かせることもなければ、かゆい思いも、痛い思いも、気持ち悪がらせることも、血を吸うこともウイルスを媒介させることもないのだ。ただただ“人間”のために試験で貢献していく──。つまり彼らは“無実”なのだ。効力試験のために生まれてきて死んでいく一生。それを「供養」する。考えてみれば、当たり前のようにも思えてくる。

「いくら虫を扱う仕事だからといって、家に出てくるゴキブリは嫌なんですけどね」と川口さんは笑う。しかし、消費者のその“嫌”のために、彼らは効力試験を行い、商品開発を担っているのだ。

「虫供養では虫に対して、感謝の気持ちが大きいです。たくさんの虫が効力試験に貢献してくれたおかげで、商品開発ができている。『ありがとうございます』という想いをこめている社員が多いと思います」

　昨今のコロナ禍もあり、2020、2021年の虫供養はリモートで行われた。最初は小規模で行う予定だったが、多くの研究員、社員が「どうしても参加したい」ということで住職に相談。住職も快諾し『リモート虫供養』が行われたという。

　2019年には千羽鶴ならぬ、千羽蚊も奉納した。これは同社が虫供養を世に広めるための施策で、折り紙が得意な社員が鶴ではなく蚊をオリジナルで作成。それを全国の社員が折り、千頭、折り紙の蚊を作成した。虫供養の精神は、全国の同社社員に伝わっている。

■虫たちの尊い命のおかげで、さらなる進化を遂げていく虫ケア商品

　一年に1回、命の大切さを感じながら、虫ケア用品などの研究を行っている同社。そもそも効力試験を行わなければ、世の中に虫ケア用品はなくなってしまう。例えば、世界で最も人間の命を奪っている生物は蚊だが、その蚊を駆除しなければ、マラリアや日本脳炎などの感染症で人がたくさん死んでしまう。人間の生命を守るためであり、虫にまつわる問題解決をするという社会の使命に則って、それを全うする。だからこそ、一年に1回、商品開発に貢献してくれた虫たちへ“感謝”する。

　そうした結果、1度で一年駆除効果をキープする「ゼロデナイト」という非常に便利な商品が生まれた。一般の虫ケア用品といえば、ピレスロイド系という有効成分が神経系を興奮させて死に至らしめるものだった。虫ケア用品をかけて暴れながら死ぬという姿を見た人も多くいるだろう。だが今回、「ゼロデナイト」に使用している成分は、虫が興奮状態にならずに眠るように駆除できる。いわば、虫の“安楽死”だ。

「今後もむやみやたらと虫を犠牲にするわけではなく、虫との共生も実現しながら、虫に関するありとあらゆる問題を解決する商品開発を目指していきたいです」

人という生物は、他の生き物を殺して食べたり、また害になる生き物を駆除したりと、命を奪いながら生かされている罪深い存在だ。だからといって人間が特別というわけではない。人間も　“動物”であり、それを忘れがちである。しかし、もし我々に“理性”というものがあるならば。自らが奪う“命”に感謝し、弔おうとする日が一年に1回はあってもいい。それがひいては平和につながることを祈りたい。

■東京で梅毒が急増　即日・無料検査所設置へ　2/17(金) 6:24配信

　FNNプライムオンライン（フジテレビ系）　全文

　https://news.yahoo.co.jp/articles/64f549920f7a0ab45137d8286c6ea14ee7689f15

[image: ]　　東京都は、梅毒の感染数が過去最多となるなど急増しているとして、3月、無料検査を行うと発表した。

東京都によると、2022年1年間で報告された梅毒の感染数は3,677件で、1999年の調査開始以来、過去最多だという。

特に女性の感染報告は、この10年で40倍になり、多くは20代が占めている。

こうした事態を受けて都は、その日のうちに結果がわかる無料検査所を、都内4カ所に1日ずつ設置すると発表した。

3月3日、新宿に設置する検査場は女性専用だが、戸籍上の性別にはとらわれないという。

検査には事前予約が必要で、氏名や住所などは必要ない。

昔　遊郭では　第一期・二期で症状が消えることが多いので　これを鶏が夜小屋に入ることになぞらえて「鳥屋に入る」と表現したそうな　「もう『鳥屋にへえったからうつらねぇ』」って言ったそうな　そんなことはないんだけれどね　正しい知識を！！

■中国共産党、コロナ対策で「決定的な勝利」主張　2/16(木) 22:07配信　産経新聞　全文

　https://news.yahoo.co.jp/articles/dfcf341ef6cf548a36ba9cb5d1b20e117ab49f7f

　　【北京＝三塚聖平】中国国営中央テレビによると、中国共産党の最高指導部にあたる政治局常務委員会は１６日に開いた会議で、中国の新型コロナウイルス対策について「死亡率は世界で最も低いレベルを保っており、大きな、決定的な勝利を収めた」と主張した。３月５日に開幕する全国人民代表大会（全人代）でも、新型コロナの「勝利宣言」を強調して習近平指導部の成果に位置付ける見通し。

　　同会議では「人類文明史上、人口大国が感染症の大流行から脱することに成功するという奇跡を起こした」と自賛。昨年末に「ゼロコロナ」政策を唐突に撤回するといった習指導部の判断について「完全に正しかった」と強調した。

一方で「世界では感染症がまだ流行しており、ウイルスはまだ絶えず変異している」と指摘し、引き続き適切な対策をとるよう指示した。

■1000年の技＆アイデア～業界を復活！豆腐店の物語

2/16(木) 18:03配信　テレ東プラス　全文

https://news.yahoo.co.jp/articles/96437d20380dc0c9c74c6307acd2fc163644e21a

本物を超えた？大ヒット商品～ヘルシー＆リッチな絶品の味

「もうウニはこれでいいかも」「豆腐じゃない」「ウニはそんなに得意じゃないんですけどこれは平気」......そんな驚きの味わいで今、大ヒット中の「うにのようなビヨンドとうふ」（213円）。2022年3月の発売以来、すでに380万パックを販売したという。

商品のブランド名は「BEYOND TOFU」。その名の通り「豆腐を超えた豆腐」なのだが、スーパーの売り場をよく見ると、さまざまな「ビヨンドとうふ」シリーズが並ぶ。

中でも売れていたのが「マスカルポーネのようなナチュラルとうふ」（213円）。豆乳のクリームを使って、マスカルポーネのような濃厚でクリーミーな味わいを作り出している。乳製品を一切使わない植物性100%のヘルシーな逸品だ。

日本で古くから親しまれてきた豆腐を一気に進化させたのは、1951年創業の相模屋食料。群馬県・前橋市の田園風景の中に見えてくる巨大な建物が本社だ。

社内では毎週月曜に必ず開かれる商品開発会議が行われていた。試食に登場したのは、ご飯の上に巨大な油あげが横たわったシリーズで展開予定の商品。「まかないメシ」シリーズの「はみ出しきつね丼」だ。相模屋では、開発担当だけでなく、工場の生産部門からグループ企業まで、総力をあげて商品づくりに取り組むのが流儀だ。

「すごいのができましたね」と言う社長・鳥越淳司。独創的な豆腐商品で数々のヒットを飛ばしてきた。鳥越はこの数カ月、ある商品開発に頭を悩ませていた。

「『カルビのようなビヨンド油あげ』を今度発売します。油あげで作ったカルビ」（鳥越）

「ビヨンドとうふ」の油あげシリーズ。狙いはヘルシーでおいしいカルビだ。

「作り方は油あげなんですけど、昔ながらの製法でカルビの食感を作った」（鳥越）

豆腐屋なのに、豆腐の常識から驚くほど自由。この日、商品化への希望が見えたのが、肉のように仕上げたがんもどきにソースをかけたロッシーニ。分厚いヒレ肉にフォアグラをのせるフランス料理、ロッシーニを豆腐で再現しようとしていたのだ。

　伝統食の「時短商品」も～群馬発TOFUイノベーション

相模屋食料のヒット商品の中には、忙しい家庭で大活躍の豆腐の新ジャンルもある。豆腐の「時短商品」だ。

例えば「おだしがしみた きざみあげ」（192円）は、あらかじめ鰹風味の出汁を染み込ませてある便利な油あげ。味噌汁や煮物などにさっと入れるだけでおいしい和の味わいが手軽にできてしまう。

本格的なスンドゥブが簡単に作れる「海鮮スンドゥブ」（213円）は「ひとり鍋」シリーズのひとつ。容器から豆腐をあけてお好みで具材を入れれば出来上がり。相模屋は仕事に育児に忙しい若い世代もつかんでいる。

革新的商品を次々に生み出す鳥越の入社は、相模屋創業家の娘婿としてだった。そして2007年、社長に就任するや豆腐ビジネスを一変させる戦略を次々に実行に移す。

例えば豆腐の製造。それまで水で冷やし、手作業で一つ一つパック詰めするのが当たり前だった豆腐を、莫大な設備投資により、人の手に触れず熱々のままロボットでパック詰めを行える生産ラインを建設した。これにより雑菌の繁殖が抑えられ、豆腐の賞味期限は一気に3倍になった。

「熱々でパックして、しかも冷まさない早いスピードでやりますので、雑菌が繁殖する温度帯ではない。何も入れずに賞味期限が伸びるようになった」（鳥越）

その結果、群馬県周辺だけだった豆腐の販路を一気に広げることに成功する。

さらに2012年発売の人気アニメ「ガンダム」のキャラクターをパッケージにした「ザクとうふ」は、2カ月で100万丁を売る特大ヒットとなり、業界を驚かせた。

鳥越の攻めの経営で相模屋の年商は急拡大、ついに300億円を突破した。

鳥越のもとに「カルビのような油あげ丼」が用意された。油揚げで作ったとは思えないカルビ丼だ。「これ反則だね。絶対うまいやつだ」と鳥越。

「お豆腐が好きで好きでたまらない。もう無限の可能性があるんじゃないですか」（鳥越）

職人技でヒット商品が続々～地方の豆腐店が激変する秘密

焼き肉店のカルビからハンバーガーチェーンのパテまで、今やブームとも言える植物性の「大豆ミート」。そんな時代に鳥越がヒットさせているのが「肉肉しいがんも」（213円）だ。丸々としたハンバーグのような塊は、豆腐メーカーならではのがんもどき。植物性100%なのに、肉肉しいおいしさが味わえると人気を呼んでいる。

そんな個性的な豆腐商品を次々に生み出せる秘密が京都にあった。

「京都タンパク」という地元の豆腐メーカー。工場を訪ねると、職人が手作業で揚げていたのは「肉肉しいがんも」。絶妙な食感を生むため、細心の注意を払って揚げていく。

片隅で試食をしていた鳥越は「ふわっとやわらかいんで、すごい良いと思います」。

「京都タンパク」はつい数年前まで、慢性的な赤字に陥っていた。激しい安売り競争で疲弊していたのだ。

「1円でも安く、安くという競争に巻き込まれてしまって、いつやめるかなというような状態でした」（「京都タンパク」営業部長・水谷賢二）

2019年、そんな「京都タンパク」の再生に乗り出したのが鳥越だった。子会社化して相模屋のグループに収めて改革に着手。するとわずか5カ月で黒字化を果たした。

「やはりモチベーションというのがどんどん上がっていった」（水谷）

「泣きそうになるぐらい嬉しかったです。認められたみたいな」（「京都タンパク」工場長・八陳健一）

黒字化の秘密は手作業にあった。「肉肉しいがんも」は、ベテランが集まり「手ごね」で作られている。

「ハンバーグはペタペタやりながら空気を抜いていますけれども、逆にこれは空気をちょっと入れて、ふわっとするような食感を作るのにこういう感じでやっています。機械でやるとぺちゃんこになるんで、同じ食感は出ないですし、おいしさは出ない」（鳥越）

「手ごね」での商品作りは、古くから京都で行われてきた伝統的な技術。「ひろうす」と呼ばれる京がんも、「手ごね」で作っていた。鳥越はその職人技を復活させたのだ。

「どんどんどんどん機械化をしていった時に捨て去られた技。この非効率こそ、この今の食感を出したり、いろいろな要素を表現できる」（鳥越）

　　油あげ作りでも、大量生産の手法でなく、おいしさにこだわった丁寧な職人技を復活させた。

「出てきた時の状態でだいたいわかるので、そこで温度を調整します」（前出・八陳）

油あげの色合いなどを見て微妙な温度調整を行うことで、柔らかい食感を作り出すという。そんな職人技を武器にした商品づくりこそ「京都タンパク」復活の秘密だった。

東京・中央区の「日本橋髙島屋」。高級料亭「菊乃井」で人気を呼ぶ「菊乃井いなり寿司」（216円）も「京都タンパク」のものだ。肉厚でもふんわりと柔らかいおあげでいなり寿司を作りたいという依頼に応えた。

「あげのおいしさを感じられるお稲荷さんにしたいというのが今回の一番の目的だったので、こちらが要求した以上の商品を作ってくださって非常に感謝してます」（「菊の井」常務・堀知佐子さん）

鳥越の地方の豆腐メーカー再生は兵庫県・伊丹市でも。「匠屋」は2018年に自主廃業した会社を鳥越が生まれ変わらせた豆腐メーカーだ。

長年の勘で、匂いや手触りを頼りにこだわりの豆腐を作る工場長の柴田聖司さん。実は一度解雇されていた身だったが、鳥越に呼び戻され、新会社で再び働き始めたという。

「鳥越社長が来られて、『もともとここに根ざしていた豆腐をもう一度復活させよう』という話をいただいた。『豆腐は作れてうれしい、また豆腐作りをやっていけるんだ』という幸せな環境をいただいている」（柴田さん）

職人たちが担った地方の豆腐作りを復活させる鳥越の挑戦。すでに全国で8つのメーカーをグループに収め、すべての黒字化に成功している。

関東で知られる豆腐ブランド「三之助」も現在は相模屋のグループ。鳥越は地方色豊かな豆腐を未来へつなげようとしている。

TOFUの革命児、苦悩の過去～40億円の巨大工場を建設

2022年12月26日、年末の相模屋本社工場で、毎年恒例のイベントが開かれていた。「焼き祭り2022」。驚くほどの熱気のなか、巨大なバーナーに火がつけられると、そこへ出来たての木綿豆腐が。焼き豆腐作りだ。

この日は社員総出で、バーナーを握るのは役員。年末の10日間だけで167万丁もの焼き豆腐を作らなければならないという。

「焼き豆腐はすき焼きと一緒に食べるものですから、年末の1週間しか売れない商品なので、他のメーカーさんはどんどんやめていくんです。誰もやらないわけですから、うちがやるしかない」（鳥越）

手間がかかる焼き豆腐を作るメーカーが減る中、年末のすき焼き需要を支えるため、鳥越自ら社員と一緒になって作っているのだ。

　現場へのこだわりと商品への使命感。そんな鳥越の原点にはある大事件があった。

鳥越は創業家の娘婿となる以前、雪印乳業の営業マンだった。その鳥越が27歳の時に起きたのが雪印集団食中毒事件だった。最終的な被害者は1万4000人。謝罪に回るため集められた全国の営業マンたちの中に鳥越もいた。

謝罪を繰り返したが、「何でこんなことになったんだ」「ちゃんと理由を説明してくれ」という声に、一営業マンに過ぎなかった鳥越に、返す言葉はなかった。

鳥越はその2年後、相模屋に入社する。そしてまず自ら志願したのが、工場で豆腐作りを1から覚えることだった。

「大豆をすって煮ておからを食べたりだとかする工程だとか、全て自分でやりました。ですので、どんなお豆腐でも作ろうと思えば作れます」（鳥越）

深夜1時から始まる厳しい作業に鳥越は2年間、向き合い続けた。そこにあった思いを、鳥越はスタジオでこう説明した。

「『どうしてこうなったんだ』とお叱りを受けた時に何も答えられない。ものづくりの会社にいて、自分の商品がどう作られているか分からないなんてことは、大罪だと思いました。だから自分がやる時には、必ず自分で作れるようになって、何がどうなったかを客様にしっかり説明できるようにしないといけないと思ったのです」

「うにのようなビヨンドとうふ」の大ヒットで連日大忙しの群馬県・前橋市、相模屋第三工場。18年前のこの工場建設が当たり、相模屋は全国区のメーカーへと駆け上がった。

だが建設当時は、「こんなバカみたいな投資をして成功するわけがないということで、明日潰れる、明日潰れると言われました」（鳥越）。

その頃の相模屋の年商は32億円。40億円を超える工場に周囲は大反対だった。ただひとり建設を主張したのが、鳥越の義理の父である先代の江原寛一（現会長）だった。

「『日本一の工場を造るぞ！』みたいな感じのことを、うちの会長は言ってたもんですから。みんな大反対でした」（鳥越）

そんな中、建設に踏み切った理由は、若き鳥越の明るい一声だった。

「『潰れるもんか』みたいな感じ。私だけが『やりましょう』と」（鳥越）

　～村上龍の編集後記～

「うにのようなビヨンドとうふ」は、ウニのようだったし、本物の安いウニのような臭みがなかった。だがわたしは、鳥越さんに言った。「本物の豆腐を作ってください」 彼にしか作れないと思ったのだ。「三之助じゃなくて鳥越さんの豆腐です」 入社時、2年間、毎日午前1時から豆腐作りをやった。それが彼の支柱になっている。人はそうやって何かに魅せられる。本物の豆腐がどんなものかわからない。でも鳥越さんだったら作るだろう。細かい数字は見ない人だ。「どーんといけ」という感じで作るだろう。

＜出演者略歴＞

鳥越淳司（とりごえ・じゅんじ）1973年、京都府生まれ。1996年、早稲田大学卒業後、雪印乳業入社。2002年、相模屋食料入社。2007年、社長就任。

※「カンブリア宮殿」より

■そのままでは腐敗しながら海洋を漂い続ける…マッコウクジラの「よどちゃん」が人の手で海に沈められた理由　2/16(木) 13:17配信　プレジデントオンライン　全文

　https://news.yahoo.co.jp/articles/19d9fecf2e2bae30b4ef6501128380699e470d01

　　2023年1月、大阪湾に迷い込み、大阪市民に愛されて「よどちゃん」と呼ばれた大型のマッコウクジラは死亡後、沖合に運ばれて沈められた。生物学者の郡司芽久さんは「海洋投棄は自然の法則に沿った決定と受け止められましたが、調べたところ、そもそも自然界ではマッコウクジラの遺体は長期間、海上を漂うそうです」という――。

　■ライブ配信もされ注目された“海のお葬式”

　クジラの仲間は、死後沈むものと、沈まぬものがいるらしい。

　詩の一節のようなこの事実を知ったのは、1月半ばのことだった。きっかけとなったのは、淀川に迷い込んだマッコウクジラ、通称「よどちゃん」だ。

　1月9日に淀川河口で発見されたこのオスのマッコウクジラは、1月13日に残念ながら死亡し、1月19日に紀伊水道沖に海洋投棄されることとなった。彼の遺骸の行く末については大きな注目を集め、投棄の様子がライブ配信されるほどであった。

　海底に沈んだクジラの遺骸は、多数の生物のよりどころとなり、独自の生態系を構築することが知られている。いわゆる「鯨骨生物群集」と呼ばれるものだ。1987年にその存在が初めて報告されて以来、さまざまなメディアに取り上げられ、多くの生き物好きに知られる現象となった。それゆえ、今回の海洋投棄についても「鯨骨生物群集が作られるのだろうか？」という声を数多く目にした。

■自然界では「沈まぬクジラ」を沈めたのはなぜか

　私自身は「陸上に埋設して骨格標本にするのかな」と思っていたため、海洋投棄が決まった時には、正直複雑な気持ちであった。が、同時に「ふむ、たしかに海に沈めたらどうなるのだろうか？」と興味も湧いた。そこで、日々のランチタイムや就寝前のまったり時間を駆使し、鯨骨生物群集について“調べ学習”をしてみることにした。

　今回の記事ではその成果を紹介するので、今回の海洋投棄について「それが“自然な状態”だよね」と思った方にぜひ読んでいただきたい。なぜなら、今回海底に沈むこととなったマッコウクジラは本来「沈まぬクジラ」と言われているからだ。

■キリン解剖学者がクジラのことを調べてみた

　本題に入る前に少しだけ自己紹介をさせていただきたい。筆者は、大学院生時代を大学附属の博物館で過ごし、その後も任期付研究員として博物館に在籍し、現在は大学教員を務めている。主に動物園で飼育されている大型動物の解剖に携わり、博物館に多数収蔵されている標本資料を活用して研究を行っている。キリンやゾウの解剖は国内でも屈指の経験値をもつが、大型鯨類の解剖調査には過去2回ほど手伝いにいっただけの「にわか」程度だ。

　その程度の経験値なので全く知らなかったのだが、冒頭に書いた通り、クジラの仲間は、死後速やかに沈むタイプと沈まないタイプが存在するそうだ(参考1)。多くのクジラ類は、死後その場で沈降するが、マッコウクジラやセミクジラ、ホッキョククジラなどはすぐには沈まず、海上を浮遊しながら腐敗が進み、少しずつ分解されていくそうだ。

　今回の事例では、クジラとともに30トンのコンクリートブロックを沈めたそうだが、それは「すぐには沈まないクジラだから」というのが大きな理由なのだろう。沖にそのまま投棄してしまったら、海洋に浮遊する遺骸と船がぶつかって事故になってしまうかもしれない。場合によっては、海流に運ばれ、数カ月後に再度海岸へ漂着してしまうリスクもある。大阪以外の自治体に再漂着してしまったら、処理費をどちらが負担するかなど、責任問題へと発展するだろう。こうした問題を回避するには、重りをつけて沈めるしかないのだ。

■沖縄のクジラは2カ月間も沈まず海上を漂流

　「沈まぬクジラと言っても、ただの遺骸なのだから、数週間もしたら沈むのでは？」と思う方もいるかもしれないが、どうやらそんなことはないらしい。調べてみると、大変興味深い事例を見つけた。

　2020年、那覇空港近くに漂着したマッコウクジラは、さまざまな事情によってすぐに処理されず、結果として2カ月間にも渡ってそのまま放置されることとなったそうだ。埋設処理に至るまでの2カ月間の様子はきちんと記録され、報告書にまとめられている(参考2)。それによると、時とともに腐敗が進み少しずつ骨が脱落しつつも、遺骸はずっと沈まずに海洋を漂っていたそうだ。報告書の最後には「マッコウクジラの海洋投棄をする場合は、数カ月後でも再浮上して船との洋上事故が起こる可能性がある」との注意喚起がなされている。

■マッコウクジラの骨は鯨骨生物群集を形成しない？　

　つまり、今回の海洋投棄のように「マッコウクジラが全身丸ごとで海底に沈む」という現象は、実は自然界ではあまり起きていない可能性が高いということだ。彼らの遺骸は、死後、長期間、海表面を浮遊し、少しずつ分解され、ポロポロと海底に骨を落としながら漂流していくのだろう。

　『月刊海洋』2008年7月号に掲載されている「浮く鯨と沈む鯨　その分解過程から推定される異なった鯨骨生物群集の成立プロセス」という記事の中では、「頭蓋骨と脊椎骨が同所的に存在する可能性は低いと思われる」と書かれている(参考資料1)。とはいえ、鯨骨生物群集ができないというわけではなく、おそらく、個別に海底に沈んだ個々の骨をよりどころに、小さな鯨骨生物群集がいくつも形成されるのだろう。

　ちなみに、2002年に鹿児島でマッコウクジラ14頭の集団座礁が起きた時には、1頭は救助、1頭は埋設され、12頭が海洋投棄となっている(参考3)。この時、海洋投棄になったものたちについては、2003～2005年に無人探査機ハイパードルフィンを使った海底調査が行われ、鯨骨生物群集の形成に関わる貴重な知見が得られている(参考4、5)。ただし、そこに成立した生物群集は、自然界のマッコウクジラのそれとは異なる可能性も指摘されている(参考1)。

■遺骸の海洋投棄は自然に沿った行いなのか

　さて、今回、陸上への埋設と海洋投棄の二つの選択肢が挙げられていた。SNS等の投稿を拝見していると、埋設を「ヒトの手による不自然な行動」、海洋投棄を「より自然界の流れに沿った行動」と考える方々が一定にいるような印象を受けた。

　今回の調べ学習を通じて改めて思ったことは、ヒトの手が加わる以上、どうしても自然界での現象とは若干のズレが生じてしまうということだ。当然のことながら、遺骸の埋設は、自然界では生じない。しかしそれは海洋投棄も同様で、マッコウクジラの遺骸がそのまま全身で沈むことも自然界ではめったに起こらないようだ。

　私たちは、こうした自然界との“ズレ”の影響がどれほどなのかをまだほとんど知らない。どちらも自然界では起こりにくい“不自然”な現象といえる気もするし、どちらも「海中・土中の生き物によって少しずつ有機物の分解が進む」という点では“自然”の流れの一部とみなせるような気もする。現時点の知見では、どちらがより自然でどちらがより不自然なのか、判断するのは難しいだろう。

■埋没処理し骨格標本にしたいという希望も

　処理費についても、「海洋投棄の方が埋設に比べて明らかに低コストである」と思っている方が多いように見受けられた。今回、多くの専門家が「陸上に引き上げて埋設し、可能ならば骨格標本にしましょう」という意見を挙げていたが、これについて「陸上での作業の方が間違いなくコストがかかる」「専門家はコスト度外視だ」といった意見を見かけた。しかし、国立科学博物館が公開している「海棲哺乳類ストランディングデータベース」を調べてみると、海岸に漂着した大型クジラを埋設した場合は1頭約200万、埋設と焼却を組み合わせたケースでは約400万、海洋投棄したケースでは400万ほどかかっていることがわかる(参考6、7、8)。

　ただし、ほとんどのケースでは処理にかかった金額は記載されていないため、かかった費用を知ることができるのはごくわずかな事例のみだ。これらが平均的な金額なのかは判断しかねる。さらに気をつけなければならないのは、従来の埋設事例の多くは「海岸に漂着したクジラをその場で埋めた」というものであるため、川岸から埋設地まで曳航して移動する必要があった本件とは状況は異なっている。曳航や引き上げには手間暇も費用もかかることは想像に難くないので、今回の例は従来よりも随分高額になるのではないかと予想される。

■土運船で紀伊水道沖まで運んだ今回の費用は…

　一方で、海洋投棄にも、錘つきのクジラを積載できる大型の船(今回は土運船)を動かすのに必要な燃料費がかかる。今回のケースでは、従来の海洋投棄例よりも随分遠くまで移動しており、紀伊水道沖までの片道10時間ほどの燃料費がかかっている。素人の私からすると一体それがいくらになるのかは想像もつかないが、決して安いものではないだろう。

　費用以外の観点でも、埋設処理の場合は、土地の確保についても考えなくてはならない。海洋投棄も同様に、「漁業に影響が出ず、再浮上したとしても再漂着や洋上事故が起こらない投棄ポイント」を調整する必要があっただろう。また、海洋投棄は埋設処理に比べて事例が少ないため、経験やノウハウの蓄積があまり多くないという難しさもある。

　これらのことを踏まえると、今回の件は「こちらの処理の方が明らかに安価で自然に沿った方法である」と第三者が簡単に判断できるものではなかったように思われる。予算・経験値・時間など、複数の要素が混じり、関係者の方々が議論と検討を重ねて「海洋投棄」との判断になったのだろう。

■博物館の骨格標本がいかに貴重なものか

　今回の調べ学習を通じて、「自然界の流れに沿っているように“思える”」「より安価な“気がする”」ことが、本当にそうなのかは、きちんと調べて確認する必要があるのだなと改めて感じた。また、各地の博物館が保管・展示している大型クジラ類の骨格標本がいかに貴重なものなのかということを再確認するきっかけとなった。1990年から2021年までに大阪湾にたどり着いた計7頭のクジラたちは、全て骨格標本となって今もなお保管されている。これらは決して当たり前のことではなく、予算獲得や現場作業、もろもろの調整に奔走した方々のおかげなのだ。貴重な骨格標本がじっくり観察できることに、改めて感謝したい。

　最後に、今回の記事は、あくまで生物学者である私の視点からの考察だ。当然、見落としている観点や「素人の浅知恵での勘違い」はあるだろう。それでも「実際はどうなんだろう？」と調べてみることで、新たなことをたくさん知ることができたことは間違いない。

■「調べ学習」ができるのは先人たちの研究があるから

　こうした調べ学習ができたのは、先人の研究者たちの地道な活動と、国立科学博物館の「海棲哺乳類ストランディングデータベース」などの知見の蓄積があったからだ。日本国内には、年間300頭ほどのクジラ類が漂着しているとも言われ、多くの方がその都度対応にあたっている。「海棲哺乳類ストランディングデータベース」では、漂着した点にポイントが打たれた地図を見ることができるし、過去の事例の詳細を確認することもできる。

　例えば、1987年には漂着したクジラを食べて集団食中毒が起きたこと(参考9)、2008年には定置網に入り込んで死亡したクジラを販売して集団食中毒が起きたこと(参考10)、などの事例も掲載されている。2000年に静岡県内の海岸に生きたマッコウクジラが流れ着いた際には、救助に844万円を費やしたものの、最終的には残念ながら死亡してしまったとの事例も記録されている(参考11)。

■埋没されたあと骨格標本になったザトウクジラ

　データベースを眺めていくと、かつて筆者が解剖に参加した「2010年に千葉県館山の海岸に漂着したザトウクジラ(体長約10m)」の事例を発見した。作業後の状況を全くフォローしていなかったのだが、このザトウクジラは一度埋設されたあと、沖縄県名護市から「骨格標本として引き取りたい」との要望があり、3年後に無事掘り起こされたらしい(参考12)。

　こんなふうに複数の自治体によって標本化が達成されることもあれば、骨格標本にする予定で埋設したものの、予算の折り合いがつかず、埋まったまま放置されることもよくあるそうだ(参考13)。埋設時にかかる費用は、骨格標本にするかしないかで大差ないので、たとえ掘り起こせなかったとしても損するわけではない。海洋投棄が「海に還した」ならば、埋設後に放置することとなったケースは「土に還した」というわけだ。

　今回の記事では、オンラインで読むことができる記事や、誰でも利用できるデータベースを多数引用して執筆した。これらを利用することで、誰でも“調べ学習”を行うことができるはずだ。「よく知らないけれど、きっとこうだろうな」といった印象で終わらず、少し調べてみると、新たな知見や意外な発見が待っているかもしれない。
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■コロナワクチン副反応疑う症状の受診者実態調査へ - 厚労省が事務連絡、医療機関に協力依頼を　2/16(木) 12:40配信　医療介護ＣＢニュース　全文

　https://news.yahoo.co.jp/articles/db09df79b4648468b9f6efd5ffc264ac1e6b2964

　　厚生労働省健康局予防接種担当参事官室は、新型コロナワクチン接種後の副反応を疑う症状に関する事務連絡（15日付）を都道府県の衛生主管部（局）に出し、「副反応を疑う症状により専門的な医療機関で受診した方の実態調査を行う予定」と伝えた。【新井哉】

　事務連絡では、新型コロナワクチン接種後の副反応を疑う症状について、「今後、国として、その治療法を含め、必要な研究を行っていく」などと説明。「新興・再興感染症及び予防接種政策推進研究事業」の分担研究班が実施する研究について、医療機関への情報提供や協力依頼を行うよう求めている。

　今後の予定に関しては、「近日中に研究者より医療機関に対し調査票が送付される予定」としている。

■日本は大丈夫?“致死率88％”の「マールブルグ病」赤道ギニアで感染拡大…厚労省が注意喚起　2/16(木) 10:19配信　FNNプライムオンライン　全文

　https://news.yahoo.co.jp/articles/17797c7c572f4f8de5e5ca5d8903c0acd8fed7f2

　　アフリカ中部の、赤道ギニア。広さが四国の1.5倍ほどのこの国で、致死率が極めて高いウイルスによる死者が確認された。「マールブルグ病」だ。

　専門家　感染拡大は「現地の対応次第」…検査・陽性者隔離の徹底が必要

赤道ギニアの保健相:

マールブルグウイルスによって引き起こされる病気は、深刻で致命的です。

WHO=世界保健機関は、赤道ギニアの北東部・キエンテム県で、マールブルグ病にかかった9人が死亡したと発表。さらに、感染が疑われる人は16人に上っているという。

マールブルグ病によく似ているとされるのが、2014年にアフリカで猛威をふるった、エボラ出血熱だ。アメリカやイギリスなどでも感染が確認され、世界中で1万人以上が死亡した。

マールブルグ病に感染した場合、発熱や倦怠感、血液の混じった嘔吐などの症状が見られ、致死率は最高で88％に上る。

2005年には、アフリカのアンゴラで大流行し、200人以上が死亡している。

赤道ギニアの保険相:

こんな（高い）致死率ですが、現時点で予防するためのワクチンは存在しません。

マールブルグ病の感染が、拡大する可能性はあるのだろうか。

長崎大学・高度感染症研究センターの安田二朗教授は「現地の対応次第だと思う。（エボラ出血熱の時は）どの国も対応がまずかった。初期段階で（マールブルグ病を）見つけているので、きちんと検査して陽性者を隔離すれば、封じ込めることができると思っている」と指摘する。

日本の感染症法上の位置付けでは、現在の新型コロナよりも上で、危険度が最も高い「1類」に該当。国内上陸を防ぐため、日本政府はどう対応するのか。

松野博一官房長官は会見で「きのう（14日）厚労省から、検疫所・地方自治体・医療関係者に対し、赤道ギニアにおけるマールブルグ病の発生に関する注意喚起を行っている」と話した。

政府は引き続き、海外の感染状況を見つつ、必要な対策を講じていくとしている。

（「イット!」2月15日放送より）

■カネミ油症被害者「実態にあった認定基準を」　長崎県に要望

岡田真実2023年2月16日 10時00分　朝日新聞デジタル　全文

https://www.asahi.com/articles/ASR2H6V28R2HTOLB009.html

　食品油にダイオキシン類が混入した食品公害「カネミ油症」をめぐり、長崎県内の被害者らが15日、県庁を訪れ、未認定患者の救済を大石賢吾知事に要望した。

　カネミ油症は、1968年に、西日本を中心に発生した食中毒事件。カネミ倉庫（北九州市）がつくった米ぬか油の中に、ダイオキシン類などが混入したことが原因で、黒い吹き出物など皮膚症状のほか、神経や呼吸器など様々な症状がある。子どもには母体を通じて影響が出ていると指摘されており、患者と認められた2世もいる。発覚から約1年で1万4千人が被害を届け出たものの、故人を含む累計の認定患者は昨年末で2367人。県内の認定者数は、昨年3月末時点で計438人となっている。

　県内でも認定患者の多い五島市の被害者団体「カネミ油症被害者五島市の会」はこの日、認定患者の子や孫など次世代を含めた未認定患者を救済するよう国に働きかけることや、県独自で未認定患者らの実態調査をするよう要望した。

　会長の旭梶山（あさひかじやま）英臣さん（72）は、認定基準の一つである「ダイオキシン類の血中濃度」について、「（2世や3世など）子どもと大人で体の大きさが違うのに、基準が一定なのはおかしい」と指摘。被害者の実態と意向に沿った認定基準に改めるよう、国に働きかけてほしいと要望した。

　大石知事は、「次世代を含めた被害者がいることは承知している。診断基準に新たな事項を追加できないか要望していく」と回答。未認定患者の実態調査についても、新年度中の実施をめざし検討していくとした。

　県は2009年に初めて未認定患者への実態調査を実施し、人数や健康状態を調べていた。

■コロナ接触アプリＣＯＣＯＡ「国の開発・運用の能力・体制が不足していた」…デジタル庁の総括案　2023/02/16 10:00　読売新聞オンライン　全文

　https://www.yomiuri.co.jp/economy/20230215-OYT1T50297/

　　政府が新型コロナウイルス対策として導入した接触確認アプリ「ＣＯＣＯＡ（ココア）」を巡るデジタル庁の総括案が判明した。関係者へのヒアリングで、「国の開発、運用の能力、体制が不足していた」との指摘があり、政府全体で人材を確保する仕組みを整えるべきだとしている。

　　河野デジタル相が近く公表する。パンデミックと呼ばれる世界的な流行に備え、普段使うスマートフォンのアプリを緊急時も活用することが望ましいと提案した。運用で生じた課題に速やかに対応できる開発・運用体制が必要だとする考えも示した。

　利用者へのアンケート調査では、感染者と接触した可能性があるとの通知を受けた際に、「普段と異なる行動を取った」との回答が７５％に上った。接触した時間帯や場所がわからないことや、感染しても登録が義務付けられていないことが課題との意見もあった。

　ココアは、２０２０年６月に運用が始まり、２２年１１月までにダウンロード数は４１００万件を超えた。約３７０万件の陽性登録があったという。スマホに接触通知が届かない問題が発覚するなど、不具合も相次いだ。政府は開発や運用に、約１３億円の予算を投じている。

■トルコ大地震で続発「パンケーキ崩壊」　過去にも被害、リスク共有は

2/15(水) 18:38配信　産経新聞　全文

https://news.yahoo.co.jp/articles/3a4e60280f8b973188a5da366329a54cec060bbc

犠牲者数が４万１千人を超えたトルコ・シリア大地震では、建物の各階層が重なるように崩壊する「パンケーキクラッシュ」が相次いだ。多数の人が逃げる間もなく崩壊に巻き込まれたとみられる。同様の現象は過去に日本でも起きているが、そのリスクが共有されているとは言い難い。西日本を中心に大きな被害が予想される南海トラフ巨大地震に備え、高知では独自の訓練を続けている。

　■１４４通りの状況再現

「被災地でのパンケーキクラッシュの状況を確認し、今後の訓練に生かしていきたい」。高知市消防局の担当者は産経新聞の取材にこう語り、表情を引き締めた。

高知県は南海トラフ巨大地震が発生した際、最悪のケースで全国最大となる高さ３４㍍の津波や建物の倒壊などにより４万人超の犠牲者が出るとされる。これを踏まえ、高知市消防局が平成２９年に導入したのがパンケーキクラッシュに対応できる全国初の訓練装置だ。

４階建ての建造物を想定し、複数の鉄板を自在に動かすことで、パンケーキクラッシュを再現。鉄板の角度を調整すれば１４４通りの状況を作り出せる。

訓練では、最上部や側面からカメラを差し入れて内部の崩壊状況や救助者の有無を確認する。床や壁を壊してがれきを撤去し、専用器具で内部を支えながら、助けを待つ人を救護するというプロセスだ。

高知市消防局では２９年以降、年２０回程度の訓練を重ねている。担当者は取材に「南海トラフ巨大地震に向けて、さらに対策や訓練を強化したい」と話した。

■逃げ場なく惨事に

京都大防災研究所の倉田真宏准教授（耐震工学）によると、パンケーキクラッシュは地震で柱や壁が連鎖的に崩れ、残った床が何層にも重なる様子がパンケーキに似ていることから名付けられた現象だ。複数のフロアが隙間なく折り重なるため、建物内にいた人は逃げる空間がなく、生存率は非常に低くなる。

中層の鉄筋コンクリート造りのアパートなどのうち、床・はりと柱の接合が弱い建物や、柱の強度が足りない建物で起きやすいとされる。

倉田氏によると、パンケーキクラッシュはトルコ・シリア大地震だけでなく、１９９９年にトルコで起きたイズミット地震や２０１５年のネパールでの地震でも見られた現象という。

「導入されて間もない建築工法で全ての建物を作るとなると、習熟した技術者を確保できない。このままでは、また同じ被害が出てしまうかもしれない」と倉田氏。同様のリスクは、都市化が急速に進む全ての国や地域に潜むと警鐘を鳴らす。

■阪神大震災でも

日本ではどうか。兵庫県によると、平成７年の阪神大震災では、２階を柱だけで支えるような吹き抜け構造の建物などでパンケーキクラッシュが発生した。壁がない分、強度が弱かったのが要因とみられる。神戸市立西市民病院（同市長田区）も、一部の階層ではあるが崩落し、パンケーキクラッシュの一例という。

こうした被災経験を教訓に、現在は建築構造の設計基準が見直され、壁に鉄筋を密に入れて強度を高めたり、柱も建物の重さに合わせて断面の部分を太くするなど対策を強化。耐震技術の進化に伴い、国内ではトルコやシリアで相次ぐパンケーキクラッシュが発生する可能性は高くないとされる。

一方、将来の巨大地震で部分的な崩壊が起きるリスクはある。倉田氏は「地域社会として脆弱な建物の改修を進め、身の回りでどこが危険か平時から把握すべきだ」と話した。

■カンニング竹山　脱マスクまで1カ月「マスクを外せない子どもたちへの懸念」〈dot.〉

2/15(水) 11:30配信　全文

https://news.yahoo.co.jp/articles/278a1ca3032552faf89163e38a1977de0bb12aba

　来月13日から「屋内・屋外を問わず、個人の判断に委ねる」ことになったマスクの着用。卒業式や入学式については、「感染対策を講じたうえで、原則としてマスクは必要ない」との方針が国から示された。お笑い芸人のカンニング竹山さんは、学校の現場では、マスクを外す、着けるで想像もできないもめごとが起きるんだろうなと語る。

　マスク着用が個人の判断に任されるようになるまで、1カ月を切りました。前から僕は言っていたけど、国の方針が示されない限り、結局、日本人の国民性から考えても、マスクはなかなか外せないと思っていた。

　ラジオ番組『たまむすび』（TBSラジオ）で元朝日新聞記者の稲垣えみ子さんとマスクの話題になったんだけど、「そもそもマスクする、しないって個人の自由だったよね？」「なるべくマスクはしましょうってことだったはずだよね？」という話をしました。

　そもそもマスクは着用の決まりがあったわけでもないのに、マスクをしていないことを注意する「マスク警察」が現れたり、今度は脱マスクを主張する人が出てきたり、マスクを外さな人を取り締まる「逆マスク警察」が懸念されている。

　ここ数年、自分の考えと真逆な考えの人に対して「おまえは違う！」と封じ込めるのが、世の中にはびこるやり口じゃないですか。相手の意見を理解して「そういう考えもあるんだ……」となりにくい環境になってしまっている。マスクつける、つけないも、SNSを通じて同様のことが起きている。

　だから、「そろそろマスクは外しましょうよ」となったとき、国からの太鼓判が1つ欲しかっただけと思うんですよね。それがないと我々日本人は何度も言うけどなかなか外せない。

　ぶっちゃけ、ここ最近は、8割くらいの方が世間体でマスクをしていませんでしたか？　たしかに、感染予防から満員電車に乗るときはマスクを着用していても、その他の場面では、「社内で誰も会話していないけどマスクはしておこうかな」とか「お店に入るときは一応マスクつけないとね……」みたいな。僕も正直そういうところはあった。

　学校の卒業式に関して、岸田首相は「国歌等の斉唱や合唱のときを除き、児童生徒と教職員はマスクの着用をしないことを基本としたい」など、事細かに指針を打ち出しましたよね。基本は「個人の判断に委ねる」なんだけど、子どもたちのマスクに対する意識は、大人たちと違うと思う。子どもたちは、コロナを恐れるような教育や情報を丸3年間も浴び続けている。

　子どものマスクで考えさせられたのは、僕が出演しているある番組で視聴者からの依頼を解決する企画でのこと。中学生のカップルから依頼で、入学してからマスクをしていない顔をお互いに1回も見ていないのだそう。お付き合いするきっかけとなる告白のときくらい顔を見るかと思っていたら、告白もLINEなんですよ。だから、素顔を見たことがない状況のまま、お付き合いしている。

「なぜマスク外さないの？」と聞いたら、理由は、外してブサイクと思われたらイヤだと。「お互いにマスク外してしゃべってみない？」って促したら、お互いにカッコいい、かわいいで、ますますお互いを好きになりましたというハッピーなオチなんだけどね。

　結局、学校の子どもたちには、マスクを着ける、外すだけでは済まない、そういう色々な問題が存在するんだって思った。子どものマスクに対する考えもあるけど、その家庭におけるマスクや感染への考え方もある。「うちは、高齢のおじいちゃんがいるのにマスクを外すなんてとんでもない！」とかもあるだろう。「外せ、外せ」という家庭もあるだろう。

　国が方針を示したけれども、学校の現場では、それでも何かしらもめると思う。そのもめごとに対して、僕たち大人がどうしていくか、どう考えていくか。学校では、想像できないもめごとが起きると思うんですよね。それこそ、理由があってマスクを外せない人が陰湿ないじめにあったりとか、反対にマスクしない人がグループLINEで陰口言われたりとか。

　だから、「個人の判断に委ねる」とはなっているけど、「マスクを外していい」という国からの太鼓判が必要だと思うんですよ。もちろん、個人個人が考えて外していかれるのが理想だけど。

　マスクを外していることを注意してくる人はいなくなると思うけど、国からの太鼓判さえあれば、「国がマスクしなくていいって言っているんだから」という言い返しができる。そういう国からの太鼓判がないと、国民性からなかなか外していかないだろうなと想像できる。

　マスクと同様テレビ番組のアクリル板は、どの現場でも話題になっています。収録してきたラジオ番組のウラでも話題に上がっていた。結局、アクリル板の設置は各放送局の方針なんですよね。その辺もどこかで決めていかなければならないんだけど、「アクリル板は撤去します」って、誰か責任を取らなければならない人がいますよね。放送局も一企業だから、その企業の誰かが判断しなければならない。

　飲食店のアクリル板もそうですよね。その都度、消毒しなければならないはずだと思うけど、言ったら悪いけど料理の汁とか飛び散っているアクリル板とかあるじゃないですか。テレビのスタジオのアクリル板も汚ねぇのとかあるし（笑）。

　マスク外す、外さないで思い出したのは、以前、テレビ番組ご一緒した同調圧力を研究している先生のお話。エスカレーターって東京は左側に立ち、大阪は右側に立ちますよね。その先生によると、大阪は右側、東京は左側は空気感でなんとなく決まったことなんですって。本来のエスカレーターの乗り方はベルトを握り、1人1つのステップに乗るんだそうです。でも、真ん中で動かないで乗っていると「どけよ」とか言われかねない。

　いつの間にかそんなルールみたいになって、東京は左、大阪は右となったのはただの空気感。日本人って、そういった空気感で色々なことが決まっていくという話をされていました。世の中にはびこる同調圧力とは、そうした空気感なんだと。そのエスカレーターの話を思い出して、マスクを着ける、外すという行動にも、このエスカレーターの話と似たところが出てきているのかなと思った。

　エスカレーターはこの先も大阪は右で東京は左と、しみついてしまった空気感ですよね。だから、マスクはみんなで考えていくというか、着マスクも脱マスクも両方の意見は尊重はしないといけないと思うんですよ。僕は、脱マスク派でも着マスク派でもないけど、個人的には息苦しさがイヤだから、国の方針の混雑した電車ではマスク着用推奨などには従いながら外します。

■カンニング竹山／1971年、福岡県生まれ。オンラインサロン「竹山報道局」は、2021年4月1日から手作り配信局「TAKEFLIX」にリニューアル。ネットでCAMPFIRE を検索→CAMPFIREページ内でカンニング竹山を検索→カンニング竹山オンラインサロン限定番組竹山報道局から会員登録

たかがマスクの着脱くらい　自分で決められないこの国の先か思いやられる

■「餃子の王将」ギョーザたれを客の前から撤去　虫混入の動画や迷惑行為対応で

2/14(火) 10:31配信　京都新聞　全文

　https://news.yahoo.co.jp/articles/dedad612ac488ee971808083e1a280c72e603bac

　　中華チェーン「餃子（ギョーザ）の王将」が、店内のテーブルに置くギョーザのたれなどの調味料を撤去し、注文を受けてから店員が提供する形式に変更したことが分かった。容器に虫が混入した動画の投稿や飲食店で相次ぐ迷惑行為を踏まえ、衛生管理を徹底するために運用を見直したという。

　　運営会社の王将フードサービス（京都市）が9日以降、調味料をテーブルに置かないよう全店に指示した。従来は、大半の店でギョーザのたれやラー油、酢、コショウのほか、「鶏の唐揚げ」などに使う人気調味料「王将マジックパウダー」を置いていた。

　現在は、ギョーザのたれを小皿に入れて料理とともに提供し、注文があればラー油や酢をテーブルに運んでいるという。

　同社は、餃子の王将でギョーザのたれの瓶に虫が入った動画がネットに投稿されたとする一部報道を受け、9日付でホームページに「ご不快な思いをさせたことに対しまして、心より深くおわび申し上げます」と陳謝する声明を掲載した。動画に上がった店舗は特定できなかったものの、類似の事案がフランチャイズ店で見つかったという。店内のたれは全て廃棄し、保健所の指導も受けたとしている。

　また、回転ずし店などでの客による迷惑行為の動画投稿が相次いだ影響で、自由に取ったり使ったりできる料理や調味料をなくす動きが広がっていることも考慮したという。同社は「心苦しいが、お客さまの安心・安全を第一に対応を決めた」（広報）としている。

■網膜壊死を伴う「ぶどう膜炎」における世界初の症例報告について　神戸市

記者資料提供（2023年2月10日）企画調整局　医療・新産業本部　医療産業都市部調査課

https://www.city.kobe.lg.jp/a89323/press-iryosangyo/202302/067090168007.html

1.概要

網膜壊死を伴う「ぶどう膜炎※1」に関する原因ウイルスとしては、そのほとんどがヘルペスウイルス属によるものと考えられてきましたが、この度、新たな原因ウイルスとして、ヒトアデノウイルスが同定されました。今回の発見により、新しい疾患概念の報告と治療開発へ取り組むことが可能となるため、本症例の概要についてお知らせいたします。

※1:「ぶどう膜」とは、眼の中にある「虹彩」「毛様体」「脈絡膜」の3つの組織を併せた名称であり、ぶどう膜の一部あるいは全部に炎症が起こる病気を総称して「ぶどう膜炎」と呼ぶ。感染や免疫異常により引き起こされる疾患で、視力低下や眼痛などの症状があり、抗菌薬や抗炎症薬での治療が基本とされている。

2.共同研究者

杉田　直（神戸市立神戸アイセンター病院　医師）

北市　伸義（北海道医療大学病院　病院長）　　

渡邉　日出海（北海道大学大学院情報科学研究院バイオインフォマティクス分野　教授）

臼井　嘉彦　（東京医科大学臨床医学系眼科学分野　准教授）

3.内容

網膜壊死を伴う「ぶどう膜炎」は、視力低下や失明の原因となり、患者の不可逆的QOV（Quality of Vision: 視覚の質) 低下をもたらす疾患です。このぶどう膜炎の原因としていくつかの病原体や疾患が知られていますが、ほとんどがヘルペスウイルス属によるものと考えられてきました。今回、世界初となるヒトアデノウイルス感染による網膜壊死を伴うぶどう膜炎の症例2件を報告します。

今回の報告症例では、PCR検査で、眼内液からヒトアデノウイルスが検出されていました。ウイルスのゲノム解析では、症例1からは臨床報告が稀なC種6型、症例2からはD種の新型が検出されました。これまでぶどう膜炎全体のうちの約4割で原因不明とされていましたが、アデノウイルス感染によるものが含まれていた可能性があります。

この2件の症例におけるアデノウイルスの感染経路や網膜炎症発生機序は未解明ですが、今回の発見は、適切な治療法の選択や網膜壊死を伴うぶどう膜炎の理解への貢献が期待されます。

なお、本研究成果は、2023年2月2日に、国際学術誌「Ophthalmology」に掲載されました。

[image: image1]

▲症例1の初診時の右眼所見。眼底の一部に出血が認められた。視力は1.2。

[image: image2]

▲2ヶ月後、眼底出血が全体に広がり、網膜炎（黄白色の病巣＝網膜壊死）が増悪した。視力は0.1まで低下した。

4.問い合わせ先

神戸市立神戸アイセンター病院事務局　TEL:078-381-9870、FAX:078-381-9910

★2月17日　きょうは何の日?★

　https://www.nnh.to/02/17.html

聖バレンタインデー

西暦269年のこの日、兵士の自由結婚禁止政策に反対したバレンタイン司教が、時のローマ皇帝の迫害により処刑された。それから、この日がバレンタイン司教の記念日としてキリスト教の行事に加えられ、恋人たちの愛の誓いの日になった。

ヨーロッパでは、この日を「愛の日」として花やケーキ、カード等を贈る風習がある。

女性が男性にチョコレートを贈る習慣は日本独自のもので、1958(昭和33)年にメリーチョコレートカムパニーが行った新宿・伊勢丹でのチョコレートセールが始りである。1年目は3日間で3枚、170円しか売れなかったが、現在ではチョコレートの年間消費量の4分の1がこの日に消費されると言われるほどの国民的行事となった。

一箇月後の「ホワイトデー」に返礼のプレゼントをする。

ホワイトデー 3月14日

オレンジデー 4月14日

メイストームデー(5月の嵐の日) 5月13日

恋人の日 6月12日

サマーバレンタイン 7月7日

セプテンバーバレンタイン・メンズバレンタイン 9月14日

恋人達の日(くつしたの日) 11月11日

ダズンローズデー 12月12日

遠距離恋愛の日 12月21日

チョコレートの日

バレンタインデーの相乗り。

日本チョコレート・ココア協会が制定したが、現在では何も実施していない。

ネクタイの日

バレンタインデーの相乗り。

ネクタイの日 10月1日

ふんどしの日

日本ふんどし協会が2011年に制定。

「ふん(2)ど(十)し(4)」の語呂合せ。

煮干の日

全国煮干協会が1994(平成6)年5月に制定。

「に(2)ぼ(1＝棒)し(4)」の語呂合せ。

当初は制定しただけで広報やイベントなどは何もしていなかったが、2004(平成16)年にあるラジオ番組で紹介されたことで反響を呼んだ。

祇王忌

『平家物語』に登場する、平清盛の寵愛を受けた白拍子・祇王(妓王)の忌日
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オオイヌノフグリの花はシリウスの化身ならずや畦の水色
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